
講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数21.1％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2020年版より）環境改善にとどまらない効果。
グリーン経営認証制度～事故も故障も燃料も減り、10年でなんと1年分の燃料費を節約！～

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
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た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック
バス、タクシー

関東運輸局
エコモ財団

グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

AP 西新宿 ROOM L＋R（6 階）
東京都新宿区西新宿 7-2-4 　
新宿喜楓ビル 6F

6月  3日（金） 13時30分～16時30分

応募受付期間は、 7月8日（金）まで。詳しくは、http://www.ecodrive-activity-concours.jp/2022年度エコドライブ活動コンクール応募受付中
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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計
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交通事故死者数（人）

4月30日現在 5月14日現在

753
（−60）

850
（−51）

全国の死亡
事故件数

735
（−62）

令和４年４月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和４年１月 120.98 110.91 120.14
令和４年２月 123.99 114.72 124.05
令和４年３月 126.41 115.97 125.71

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ
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＜陸上貨物運送事業における労働災害防止対策＞
□ 荷台等からの墜落・転落防止対策、保護帽の着用
□ �積み卸しに配慮した積み付け等による荷崩れ防止対策

の実施
□ �歩行者立入禁止エリアの設定等によるフォークリフト使

用時の労働災害防止対策の実施
□  トラックの逸走防止措置の実施
□  トラック後退時の後方確認、立ち入り制限の実施

< 実施事項 >
⑴安全大会等での経営トップによる安全への

所信表明を通じた関係者の意思の統一およ
び安全意識の高揚

⑵安全パトロールによる職場の総点検の実施
⑶安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の

開催、安全関係資料の配布等の他、ホー
ムページ等を通じた自社の安全活動等の社
会への発信

⑷労働者の家族への職場の安全に関する文
書の送付、職場見学等の実施による家族
への協力の呼びかけ

⑸緊急時の措置に係る必要な訓練の実施
⑹「安全の日」の設定の他、準備期間およ

び全国安全週間にふさわしい行事の実施
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令和３年労働災害発生状況（令和４年３月速報値）
※令和３年１月１日から令和３年12月31日までに発生した労働災害について、令和４年３月７日までに報告があったものを集計したもの

死亡災害

出典：死亡災害報告
※平成29年は第13次労働災害防止計画（平成30年度～令和４年度）の基準年であるため、比較のため数値を記載している。

出典：労働者死傷病報告
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第三次
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陸上貨物
運送事業

建設業

製造業

林業
その他

146,856人、前年同期比＋15.5％
休業４日以上の死傷災害

第三次
産業

陸上貨物
運送事業

建設業

製造業

その他
（林業等）

坂本 克己 全ト協会長

安全週間実施期間中は、経営トップによる安全パトロールや
ドライバー等への安全意識高揚の働きかけ、荷台等からの墜
落・転落防止対策や保護帽の着用など様々な労働災害防止
対策の実施が求められる
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（詳細は 2 面に掲載）

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

5月15日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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～車両通行帯編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�高速自動車国道の登坂車線を走行するときでも、時速50キロの
最低速度に達しない速度で走行することはできない。　　　　
（ ○・× ）

❷	�車は道路の中央から左側部分を通行しなければならないが、一
方通行路では右側部分にはみ出して走行できる。（ ○・× ）

❸	�同一方向に３つ以上の車両通行帯があるときは、一番速度の速
い車が最も右側の車両通行帯を走行する。（ ○・× ）

❹	�車両通行帯が黄色の線で区画されている場合は、その黄色の線
をはみ出して進路変更することはできない。（ ○・× ）

❺	�車両通行帯のあるトンネルでは追越しは禁止されている。　　
（ ○・× ）

（解答は7面）

トレーラの特性、他者は知らない?!
〔第115回〕

　ゴールデンウイーク（ＧＷ）も終わりました。今年は多くの
人がレジャー等を楽しむ姿が報道されましたが、渋滞や事故
なども発生しました。また、いまだにマスクが手放せない状況
が続くなか、これからの時期は熱中症に対する注意も必要で
す。

●知っていますか？　「トレーラマーク」

Ａさん「今年のＧＷは出歩かず家族でのんびり過ごしていた
んだけれど、Ｂさんはどうだった」

Ｂさん「僕は妻と車で出かけたよ。事前準備もしっかりやって
いたし、そんなにも遠くなかったから渋滞とかは大丈
夫だったんだけど、妻の運転がね……」

Ａさん「なんかあったの」
Ｂさん「ブレーキのタイミングや車間距離など、職業柄か運

転で気になることがいくつもあった」
Ａさん「Ｂさんの同乗指導だね。厳しそうだな」
Ｂさん「そんなことはないよ。でもちょっとびっくりしたのが、

トレーラの後ろをしばらく追従していた時に、安易に
追い越そうとしたので『前の車はトレーラだけどわ
かっているの？』と聞くと、『えっ！　トラックじゃな
いの？　なんであなたはトレーラだとわかるの？』と
逆に質問されたことだよ」

Ａさん「Ｂさんはトレーラマークをちゃんとチェックしていた
のに、奥さんはトレーラマークを知らなかったんだ
ね」

Ｂさん「そうなんだ。だから『大型トラックの後ろについた時
は、赤い三角（▲）マーク（トレーラマーク）があるの
を確認しなさい』と教えておいたよ」

Ａさん「以前、うちの妻も同じようなことをやっていたよ。知
らない人がまだ多いんだね。トレーラはトラックより
も長いから、追い越すのにも時間がかかる。大型車の
後ろについた時は、まずトレーラマークの有無を
チェックする。そして、追い越す時は、トレーラである
ことを踏まえて周囲の安全確認をしっかり行うこと
を徹底してほしいね」

●みんながトラックの特性を知っていると思わない

Ｂさん「今回の件で、僕らはトラックやトレーラの特性につい
て、講習会などで教わる機会がいろいろあるけれど
も、そうでない人は、考えている以上にトラックやト
レーラのことを知らない人が多いということだね」

Ａさん「例えば、トレーラは左折する時、左側のミラーに映る
範囲が狭まって左後方の死角が大きくなり、自転車や
原付などを見落としやすくなる。それをみんなが知っ
てるかといえば、そうでもないよね」

Ｂさん「今回はそれを痛感したよ」
Ａさん「僕たちドライバーも、トラックやトレーラの特性を多

くの人が理解していないと思って運転した方がいい
ね。運転も慎重になるし、周囲への注意力も高まるし
ね」

Ｂさん「本当にそう思うよ」

●こまめな水分補給で熱中症予防

Ａさん「話は変わるけれど、これからの時期は熱中症にも注
意が必要だよ。外はまだ涼しいと思っていて油断して
いると、車内は高温になるからね」

Ｂさん「そうだね。僕は、だいたいこの時期ぐらいからこまめ
に水分をとるように心がけているよ。塩分補給がで
きる飴やタブレットなんかも用意している。一人で運
転しているのにマスクをつけている人を見かけること
があるけれど、どうなんだろう」

Ａさん「多分、またつけるのが面倒というのがあると思うけれ
ど、暑くなるこの時期、マスクで顔の半分ほどが覆わ
れることで熱がこもりやすくなるなどの理由から、熱
中症のリスクが高まるといわれている。一人で運転す
る時や屋外での荷役作業で２ｍの距離がとれる時
は、気温や湿度などに応じてマスクを外すことも考
えた方がいいね。ただ、同乗者がいる場合の運転な
どではまだマスク着用になるけれど、その場合はいっ
そうこまめな水分補給を忘れずにしてほしいな」

第
１
回
総
務
委
員
会

田
中
享
全
ト
協
副
会
長

田
中
享
全
ト
協
副
会
長

旭
日
小
綬
章
受
章
記
念
祝
賀
会
開
催

旭
日
小
綬
章
受
章
記
念
祝
賀
会
開
催

（
案
）
お
よ
び
次
年
度
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
（
案
）︑
④
２
０
２

２
年
（
４
年
）
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
案
）
︱
︱
な
ど
が
審
議
さ

れ
︑原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑
①
燃
料

価
格
高
騰
に
か
か
る
取
り
組

み
と
対
応
︑
②
﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
に
係
る
届
出
件
数
︑

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
︑
④
２
０
２

２
年
度
（
４
年
度
）
主
要
会

議
・
行
事
開
催
日
程
︱
︱
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

第
１
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂

（
小
林
和
男
委
員
長
）
が
５

月
12
日
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
３
年

度
事
業
報
告
書
（
案
）︑
②

３
年
度
計
算
書
類
（
貸
借
対

照
表
﹇
案
﹈︑
正
味
財
産
増

減
計
算
書
﹇
案
﹈
お
よ
び
収

支
計
算
書
﹇
案
﹈）
等
︑
③

第
27
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
の
開
催
概
要

６
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖

安
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

安
城
Ｔ
Ｓ
（
愛
知
県
安
城
市

尾
崎
町
大
繩
）
は
︑
令
和
４
年

６
月
30
日
㈭
15
時
を
も
っ
て
閉

鎖
い
た
し
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
︑
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

（
５
月
15
日
〜
31
日
）

▽
５
月
18
日

・
第
４
回
道
路
委
員
会

▽
５
月
26
日

・
第
10
回
税
制
委
員
会

 

﹁
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
﹂

公
募
受
付
を
実
施
中

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
で
は

５
月
26
日
㈭
17
時
ま
で
︑
令

和
４
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
﹂（
社
会
変
革
と
物
流
・

交
通
脱
炭
素
化
を
同
時
実
現

す
る
先
進
技
術
等
導
入
促
進

事
業
）
の
公
募
受
付
を
行
っ

て
い
る
︒
補
助
対
象
事
業
は
︑

①
自
立
型
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

倉
庫
モ
デ
ル
促
進
事
業
︑
②

過
疎
地
域
等
に
お
け
る
無
人

航
空
機
を
活
用
し
た
物
流
実

用
化
事
業
︱
︱
の
２
事
業
︒

　

詳
細
は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
を

加
速
へ新東

名
開
通
か
ら
10
年

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
で
は
︑

今
年
４
月
14
日
に
新
東
名
高

速
道
路
（
新
東
名
）
御
殿
場

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

~
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

（
約
１
４
５
㌔
㍍
）
が
開
通

10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
︑
４
月
７
日
に
整
備
効
果

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

新
東
名
は
︑
日
本
の
三
大

都
市
圏
の
う
ち
︑
首
都
圏
・

中
京
圏
を
結
ん
で
お
り
︑
東

名
高
速
道
路
と
と
も
に
ダ
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
い
る
︒

　

貨
物
車
１
台
当
た
り
が
利

用
す
る
高
速
道
路
の
平
均
距

離
は
︑
新
東
名
で
約
１
６
９

㌔
㍍
︑
東
名
で
約
１
２
９
㌔

㍍
と
︑
新
東
名
の
方
が
長
い

移
動
距
離
と
な
っ
て
お
り
︑

長
距
離
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し

て
新
東
名
が
利
用
さ
れ
て
い

る
︒

　

令
和
２
年
12
月
に
は
︑
新

東
名
が
全
線
６
車
線
化
さ
れ

た
と
と
も
に
︑
最
高
速
度
規

制
１
２
０
㌔
㍍
／
時
の
本
格

運
用
が
開
始
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

車
線
ご
と
の
利
用
形
態
が
変

化
し
︑
危
険
な
追
い
越
し
行

動
が
減
少
し
た
ほ
か
︑
速
度

低
下
が
減
少
す
る
な
ど
︑
さ

ら
に
安
全
性
や
快
適
性
が
向

上
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
改
善
を
下
支
え
す

る
た
め
に
︑
今
後
も
駐
車
マ

ス
の
拡
充
に
加
え
︑
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
専
用
駐
車
場

や
路
外
駐
車
場
の
整
備
︑
中

継
物
流
拠
点
の
整
備
な
ど
を

進
め
︑
物
流
の
未
来
を
支
え

る
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦

し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

 

８
月
６
日
~
９
月
４
日
に
Ｃ

Ｂ
Ｔ
試
験
に
て
実
施

令
和
４
年
度
第
１
回
「
運
行

管
理
者
試
験
」（
貨
物
）

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
︑
令
和
４
年

度
第
１
回
﹁
運
行
管
理
者
試

験
﹂（
貨
物
）
の
概
要
に
つ
い

て
公
表
し
た
︒

　

試
験
は
︑
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
に
て
実
施
す

る
︒
試
験
期
日
は
８
月
６
日

㈯
~
９
月
４
日
㈰
で
︑
全
国

47
都
道
府
県
で
実
施
す
る
︒

　

申
請
（
新
規
・
再
受
験
）

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
︑

６
月
13
日
㈪
~
７
月
13
日
㈬

に
受
け
付
け
る
︒
受
験
手
数

料
は
６
０
０
０
円（
非
課
税
）︒

試
験
結
果
の
発
表
は
９
月
21

日
㈬
に
︑
試
験
結
果
通
知
書

を
受
験
者
に
対
し
郵
送
す
る

予
定
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
運
行

管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
︒

　

公
正
取
引
委
員
会
は
４
月

28
日
︑
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通

大
臣
︑
萩
生
田
光
一
経
済
産

業
大
臣
︑
古
谷
一
之
公
正
取

引
委
員
会
委
員
長
の
連
名

で
︑
全
ト
協
を
含
む
関
係
事

業
者
団
体
に
対
し
て
︑
原
材

料
価
格
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
等
の
上
昇
に
係
る
適
切
な

価
格
転
嫁
等
に
関
す
る
下
請

事
業
者
等
に
対
す
る
配
慮
に

つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
︒

　

政
府
で
は
︑
昨
年
12
月
27

日
の
閣
議
了
解
に
掲
げ
ら
れ

た
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
価
値
創
造
の
た
め
の
転

嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
基
づ
き
︑政
府
を
挙
げ
て
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
代
金
法
）
の
﹁
買

い
た
た
き
﹂
や
︑
私
的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確

保
に
関
す
る
法
律
（
独
占
禁

止
法
）
上
の
﹁
優
越
的
地
位

の
濫
用
﹂
に
関
す
る
執
行
強

化
な
ど
︑
中
小
企
業
の
適
切

な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取
り

組
み
を
全
力
で
進
め
て
い
る
︒

同
要
請
は
︑
原
油
を
は
じ
め

と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等

の
原
材
料
費
が
高
騰
し
︑
そ

の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る

状
況
下
で
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
コ
ス
ト
負
担
を

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
︑
関
係
団
体
に

対
し
て
会
員
等
へ
の
周
知
を

依
頼
し
た
も
の
︒

　

要
請
で
は
︑
親
事
業
者
に

対
し
︑
下
請
事
業
者
か
ら
価

格
交
渉
の
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
積
極
的
に
応
じ
︑

適
切
な
価
格
決
定
を
行
う
よ

う
求
め
た
︒
ま
た
︑
価
格
転

嫁
へ
の
取
り
組
み
状
況
が
悪

い
個
別
事
業
者
に
対
し
︑
下

請
中
小
企
業
振
興
法
第
4
条

に
基
づ
く
指
導
・
助
言
を
実

施
す
る
こ
と
︑
さ
ら
に
転
嫁

拒
否
が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る

業
種
に
つ
い
て
︑
独
占
禁
止

法
上
の
﹁
優
越
的
地
位
の
濫

用
﹂
に
関
す
る
緊
急
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
公
取
委
お
よ
び
中

小
企
業
庁
で
は
︑
下
請
事
業

者
が
匿
名
で
買
い
た
た
き
な

ど
の
違
反
情
報
を
行
う
親
事

業
者
の
情
報
を
提
供
で
き
る

﹁
違
反
行
為
情
報
提
供
フ
ォ

ー
ム
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

通
じ
て
広
範
囲
に
情
報
を
受

け
付
け
て
お
り
︑
下
請
事
業

者
等
に
対
し

て
積
極
的
な

情
報
提
供
を

求
め
て
い
る
︒

　

経
済
産
業
省
は
５
月
11

日
︑金
融
関
係
団
体
に
対
し
︑

﹁
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

総
合
緊
急
対
策
﹂
を
踏
ま
え

た
資
金
繰
り
支
援
の
徹
底
等

に
つ
い
て
要
請
し
た
︒

　

４
月
26
日
に
政
府
が
決
定

し
た
同
対
策
で
は
︑
中
小
・

小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る

資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を
期

す
た
め
︑
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
の
さ
ら
な
る
金
利
引

下
げ
や
︑
政
府
系
金
融
機
関

に
よ
る
実
質
無
利
子
・
無
担

保
融
資
等
の
９
月
末
ま
で
の

延
長
等
も
盛
り
込
ま
れ
た
︒

そ
れ
を
踏
ま
え
︑
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
︑
鈴
木
俊
一

財
務
大
臣
兼
金
融
担
当
大

臣
︑
後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大

臣
︑
金
子
原
二
郎
農
林
水
産

大
臣
︑
萩
生
田
光
一
経
済
産

業
大
臣
の
連
名
に
よ
り
︑
金

融
機
関
等
に
対
し
要
請
を
実

施
し
た
︒

　

主
な
要
請
内
容
は
次
の
通

り
︒

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
加
え
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
︑
原
油
価
格
の
上
昇
等

に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
の
業
況
を
積
極
的
に

把
握
し
︑
返
済
猶
予
や
条
件

変
更
を
含
む
資
金
繰
り
相
談

に
丁
寧
か
つ
適
切
に
対
応
す

る
な
ど
︑
事
業
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
︑
事
業
者
に
寄
り
添

っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を

徹
底
す
る
こ
と
︒

②
﹁
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

等
総
合
緊
急
対
策
﹂
に
基
づ

く
各
種
施
策
を
活
用
し
︑
融

資
の
積
極
的
な
実
施
を
含

め
︑
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
迅

速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
︒

③
事
業
者
か
ら
の
２
度
目
︑

３
度
目
の
返
済
期
間
・
据
置

期
間
延
長
の
相
談
を
含
め
︑

申
し
込
み
を
断
念
さ
せ
る
よ

う
な
対
応
を
取
ら
ず
︑
返
済

期
間
・
据
置
期
間
の
長
期
の

延
長
等
を
積
極
的
に
提
案
す

る
な
ど
︑
既
往
債
務
の
条
件

変
更
や
借
換
等
に
つ
い
て
︑

事
業
者
の
実
情
に
応
じ
た
迅

速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
継
続

す
る
こ
と
︒

　

田
中
享
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
（
滋
賀
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）
の
令
和
３

年
秋
の
叙
勲﹁
旭
日
小
綬
章
﹂

の
受
章
を
記
念
し
︑﹁
田
中

享
氏　

旭
日
小
綬
章
受
章
記

念
祝
賀
会
﹂
が
５
月
10
日
︑

滋
賀
県
大
津
市
の
び
わ
湖
大

津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
︒

　

当
日
は
︑
近
畿
の
政
財
界

を
中
心
に
全
国
か
ら
３
７
０

余
人
が
参
加
し
︑
田
中
副
会

長
の
栄
誉
を
称
え
た
︒
式
典

で
は
︑
坂
本
克
己
全
ト
協
会

長
が
発
起
人
代
表
と
し
て

﹁
田
中
氏
は
多
年
に
亘
り
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
先
頭

に
立
っ
て
活
躍
し
︑
運
送
事

業
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
し

た
︒
そ
の
ご
功
労
に
よ
り
こ

の
度
の
栄
に
浴
さ
れ
た
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
い
﹂
と
あ
い

さ
つ
︒
ま
た
︑来
賓
と
し
て
︑

国
土
交
通
省
の
藤
井
直
樹
国

土
交
通
審
議
官
︑
滋
賀
県
の

三
日
月
大
造
知
事
が
あ
い
さ

つ
し
た
ほ
か
︑
岸
田
文
雄
自

由
民
主
党
総
裁
︑
麻
生
太
郎

自
民
党
副
総
裁
︑
斉
藤
鉄
夫

国
土
交
通
大
臣
︑
後
藤
茂
之

厚
生
労
働
大
臣
︑
細
田
博
之

衆
議
院
議
長
︑
松
野
博
一
内

閣
官
房
長
官
の
祝
電
が
披
露

さ
れ
た
︒
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
振
興
議
員
連
盟
の
加
藤

勝
信
会
長
代
行
︑
警
察
庁
の

中
村
格
長
官
か
ら
の
祝
電
も

届
い
た
︒

　

引
き
続
き
︑
小
寺
裕
雄
衆

議
院
議
員
が
田
中
氏
に
記
念

品
を
贈
呈
し
︑
祝
い
の
言
葉

を
披
露
す
る
と
︑
田
中
副
会

長
は
﹁
こ
の
度
の
栄
誉
は
本

日
ご
尊
来
く
だ
さ
っ
た
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜

物
︒
今
後
は
叙
勲
を
励
み
に

一
層
精
進
を
重
ね
︑
業
界
発

展
の
た
め
に
寄
与
し
た
い
﹂

と
謝
辞
を
述
べ
た
︒

田中　享
全ト協副会長

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
対
応
分
」
の
創
設

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
対
応
分
」
の
創
設

国
交
省　

地
方
公
共
団
体
へ
全
ト
協
と
連
携
し
要
請
へ

国
交
省　

地
方
公
共
団
体
へ
全
ト
協
と
連
携
し
要
請
へ

　

政
府
は
４
月
26
日
に
開
催

し
た
第
２
回
﹁
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
関
す
る
関
係

閣
僚
会
議
﹂
で
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

﹃
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

総
合
緊
急
対
策
﹄﹂
に
お
い

て
︑
地
方
公
共
団
体
が
︑
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原
油
価
格

や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

事
業
者
等
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
︑﹁
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格

・
物
価
高
騰
等
対
応
分
﹂
を

創
設
し
た
︒

　

こ
れ
を
受
け
︑
令
和
４
年

度
コ
ロ
ナ
対
策
予
備
費
か
ら

臨
時
交
付
金
と
し
て
８
０
０

０
億
円
を
追
加
計
上
︒
３
年

度
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て

い
た
臨
時
交
付
金
に
お
け
る

地
方
単
独
事
業
分
１
・
２
兆

円
の
う
ち
留
保
し
て
い
た
２

０
０
０
億
円
を
合
わ
せ
︑
合

計
１
兆
円
を
同
臨
時
交
付
金

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し

た
︒

　

同
臨
時
交
付
金
は
︑﹁
事

業
者
に
対
す
る
燃
料
費
高
騰

の
負
担
軽
減
（
価
格
を
転
嫁

す
る
場
合
の
影
響
緩
和
を
含

む
）﹂︑﹁
事
業
者
に
対
す
る

電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
公

共
料
金
補
助
﹂︑﹁
中
小
企
業

等
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
低

減
（
利
子
補
給
︑
信
用
保
証

料
補
助
等
）﹂
な
ど
︑
自
治

体
に
よ
る
事
業
者
等
の
継
続

支
援
等
に
関
す
る
事
業
に
幅

広
く
活
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
︒

　

本
措
置
を
受
け
て
︑
国
土

交
通
省
で
は
地
方
運
輸
局
に

対
し
︑
運
輸
事
業
者
等
へ
の

支
援
に
係
る
地
方
公
共
団
体

へ
の
働
き
か
け
の
要
請
を
行

う
よ
う
通
達
を
発
出
す
る
と

と
も
に
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
地
方
運
輸
局

が
連
携
し
︑
働
き
か
け
を
行

う
よ
う
︑併
せ
て
要
請
し
た
︒

（1 面に関連）

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

　

令
和
４
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
︑
４
月
29
日
付
で
発
表

さ
れ
た
︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽ 

外
薗
輝
藏
（
ほ
か
ぞ
の
・

て
る
ぞ
う
）
氏
・
元
（
公

社
）
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
︑
元
㈱
外
薗
運

輸
機
工
代
表
取
締
役
︑
鹿

児
島
県
・
74
歳

　

受
章
者
の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
は
︑
元
鹿

児
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

の
外
薗
輝
藏
氏
が
旭
日
小
綬

章
を
受
賞
し
た
︒

　

受
章
者
の
略
歴
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
︑
年
齢
は
４
月

29
日
現
在
）︒

令和4年春の
叙勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
に
外
薗
氏

春
の
叙
勲
に
外
薗
氏

旭日小綬章
外薗　輝藏氏

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書（
案
）等

を
承
認

経 産 省

公 取 委

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」

を
踏
ま
え
金
融
関
係
団
体
に
要
請

資
金
繰
り
支
援
の
徹
底
等

下
請
事
業
者
等
へ
の
価
格
転
嫁

に
関
す
る
配
慮
を
求
め
る

親
事
業
者
に
よ
る
違
反
行
為
根
絶
に

向
け
情
報
提
供
を
呼
び
か
け

第1回「総務委員会」（5月12日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
労
災
保
険
法
（
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
）
上
の
﹁
治

ゆ
﹂︑
つ
ま
り
傷
病
が
﹁
治
っ
た
と
き
﹂

と
は
︑
症
状
が
固
定
し
︑
医
学
上
一

般
に
認
め
ら
れ
た
医
療
を
行
っ
て
も

　

労
災
保
険
に
お
け
る
「
治
ゆ
」

と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の

か
お
教
え
く
だ
さ
い
。
弊
社
の
労

働
者
の
一
人
が
、
荷
卸
し
作
業
中

に
災
害
性
の
腰
痛
を
発
症
し
、
４

か
月
ほ
ど
通
院
加
療
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
先
日
、
主
治
医
か
ら

治
ゆ
と
診
断
さ
れ
、
療
養
の
必
要

が
な
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
本
人
は
「
ま
だ
痛
み
が
あ

る
」
と
診
断
に
納
得
せ
ず
、
療
養

の
継
続
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
痛
み
が
残
っ
て
い
る

場
合
で
も
、
療
養
は
打
ち
切
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

 第249回 

労災保険法上の
「治ゆ」とはど
のような意味か

医
療
効
果
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た

状
態
を
い
う
と
さ
れ
て
お
り
︑
一
般

的
に
使
わ
れ
る
病
気
や
け
が
が
﹁
治

っ
た
﹂
と
い
う
言
葉
の
意
味
と
は
若

干
異
な
っ
て
い
ま
す
︒
厚
生
労
働
省

の
解
釈
例
規
で
も
︑﹁
治
ゆ
と
は
︑

症
状
が
安
定
し
︑
疾
病
が
固
定
し
た

状
態
に
あ
る
も
の
を
い
う
の
で
あ
っ
て
︑

治
療
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
も
の
で

あ
る
﹂（
昭
和
23
年
１
月
・
基
災
発

第
３
号
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

具
体
的
に
は
︑
①
負
傷
に
あ
っ
て
は

創
面
の
治
ゆ
し
た
場
合
︑
②
疾
病
に

あ
っ
て
は
急
性
症
状
が
消
退
し
︑
慢

性
症
状
は
持
続
し
て
も
医
療
効
果
を

期
待
し
得
な
い
状
態
と
な
っ
た
場
合

︱
︱
な
ど
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
の
結
果

と
し
て
残
さ
れ
た
欠
損
︑
機
能
障
害
︑

神
経
症
状
等
は
障
害
と
し
て
障
害
補

償
の
対
象
に
な
る
と
し
て
い
ま
す

（
同
）︒

　

こ
の
た
め
︑
労
災
保
険
に
お
い
て

傷
病
が
治
ゆ
し
た
と
認
定
さ
れ
る
の

は
︑
例
え
ば
医
師
の
治
療
が
終
了
し

た
日
や
就
労
が
可
能
に
な
っ
た
日
︑

あ
る
い
は
平
常
の
健
康
状
態
に
復
し

た
日
な
ど
の
い
ず
れ
で
も
な
く
︑
医

師
が
症
状
固
定
で
治
療
の
効
果
が
な

い
と
認
定
し
た
日
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
医
師
が
医
療
効
果

を
期
待
し
得
な
い
と
判
断
し
た
場
合

に
﹁
治
ゆ
﹂
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
︑
ご
質
問
の
労
働
者
の

ケ
ー
ス
も
︑
医
師
が
治
ゆ
と
認
定
し

て
い
る
以
上
︑
そ
れ
以
降
の
治
療
は

労
災
保
険
の
療
養
補
償
給
付
の
支
給

対
象
と
は
な
ら
な
い
た
め
︑
給
付
は

打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

　

同
様
の
ケ
ー
ス
と
し
て
︑
被
災
労

働
者
が
約
23
㌔
㌘
の
重
量
の
段
ボ
ー

ル
箱
を
棚
か
ら
降
ろ
そ
う
と
し
た
際

に
︑
腰
を
ひ
ね
っ
た
こ
と
に
起
因
す

る
災
害
性
腰
痛
に
つ
い
て
︑
受
傷
時

か
ら
約
半
年
経
過
し
た
時
点
で
治
ゆ

し
た
も
の
と
認
め
た
昭
和
57
年
３
月

18
日
付
の
東
京
地
裁
の
判
決
が
あ
り

ま
す
︒

　

判
決
で
は
︑﹁
業
務
上
の
原
因
に

起
因
す
る
腰
痛
は
︑
ほ
ぼ
３
︑
４
か

月
以
内
に
症
状
が
軽
快
す
る
の
が
普

通
で
あ
り
︑
特
に
症
状
の
回
復
が
遅

延
す
る
場
合
で
も
１
年
程
度
の
療
養

で
消
退
ま
た
は
固
定
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
﹂
と
し
た
上
で
︑﹁
少
な

く
と
も
被
告（
労
働
基
準
監
督
署
長
）

が
治
ゆ
し
た
も
の
と
判
断
し
た
（
受

傷
時
か
ら
約
半
年
経
過
後
の
）
昭
和

49
年
10
月
15
日
ま
で
に
は
原
告
の
腰

痛
症
は
す
で
に
慢
性
症
状
と
な
っ
て

お
り
医
療
効
果
を
期
待
し
得
な
い
状

況
で
あ
り
︑
労
災
保
険
法
上
の
治
ゆ

に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
る
を
相
当

と
す
る
﹂
と
判
断
し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
ご
質
問
の
労
働
者
に
つ
い

て
は
︑
治
ゆ
と
認
定
さ
れ
て
も
︑
疼

痛
や
知
覚
異
常
︑
運
動
麻
痺
な
ど
の

神
経
症
状
︑
器
質
的
障
害
︑
機
能

障
害
な
ど
の
障
害
が
残
っ
て
い
る
場

合
に
は
︑
障
害
等
級
表
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
障
害
に
該
当
す
る
と
認
め
ら

れ
れ
ば
︑
そ
の
程
度
に
応
じ
障
害
補

償
給
付
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

Ａ�

症
状
が
固
定
し
、
医
療
効

果
が
期
待
で
き
な
い
状
態

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
１
つ
に
ロ
ボ
ッ
ト

点
呼
が
あ
る
︒
今
年
度
中
に
は
条

件
付
き
で
乗
務
後
の
自
動
点
呼

（
ロ
ボ
ッ
ト
点
呼
）
が
認
め
ら
れ

る
予
定
だ
︒
一
気
に
全
面
的
な
容

認
で
は
な
く
︑
非
常
時
に
は
運
行

管
理
者
が
対
応
で
き
る
な
ど
︑
条

件
付
き
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　

１
月
20
日
号
当
コ
ラ
ム
に
も
書

い
た
が
︑﹁
条
件
付
き
で
は
あ
っ
て

も
︑
ロ
ボ
ッ
ト
点
呼
が
容
認
さ
れ

た
ら
す
ぐ
に
実
用
化
で
き
る
よ
う

に
早
め
に
準
備
を
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
︒
同
時
に
︑
重
要
な
の
は

自
社
に
見
合
っ
た
点
呼
ロ
ボ
の
有

効
活
用
で
あ
る
﹂︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
点
呼
要
件
を
満
た

す
基
本
機
能
だ
け
で
も
︑
運
行
管

理
者
の
負
担
軽
減
や
効
率
化
に
は

な
る
︒
だ
が
︑
そ
れ
だ
け
で
は
投

資
対
効
果
は
も
と
よ
り
︑
緩
和
さ

れ
た
事
業
運
営
の
諸
条
件
を
経
営

的
に
フ
ル
に
活
か
す
と

い
う
面
か
ら
み
て
も
︑

導
入
効
果
は
少
な
い
︒

　

で
は
︑
ど
う
す
れ
ば

導
入
効
果
を
よ
り
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
︒

保
有
台
数
が
40
台
で
従

業
員
数
60
人
の
事
業
者

は
︑﹁
点
呼
機
能
だ
け

で
は
な
く
︑
自
社
に
と

っ
て
必
要
な
そ
の
他
の
機
能
も

オ
プ
シ
ョ
ン
で
加
え
て
付
加
価

値
を
付
け
る
﹂
と
い
う
点
呼
ロ

ボ
の
導
入
・
活
用
の
基
本
的
考

え
方
を
も
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で

現
在
︑
同
社
が
導
入
し
て
い
る

点
呼
ロ
ボ
は
︑﹁
点
呼
機
能
︑

出
退
勤
管
理
︑

ス
マ
ホ
・
デ
ジ
タ

コ
連
携
︑
安
全

指
導
と
い
う
４
つ

の
機
能
を
備
え

て
い
る
﹂︒

　

点
呼
機
能
は

当
然
︑
点
呼
要

件
を
満
た
す
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
同

社
の
点
呼
ロ
ボ

に
は
︑
点
呼
実

施
の
支
援
︑
点

呼
記
録
簿
︑
免

許
証
有
効
期
限

の
確
認
︑
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
︑
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
連
携
︑
血

圧
測
定
な
ど
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
出
退
勤
管
理
機
能
で

は
︑
出
勤
・
退
勤
時
刻
管
理
︑

休
息
時
間
管
理
︑
拘
束
時
間

管
理
︑
有
給
休
暇
や
休
日
管

理
︑
残
業
時
間
管
理
な
ど
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
点
呼
ロ
ボ
の
導
入
以

前
か
ら
︑﹁
デ
ジ
タ
コ
と
ス
マ
ホ
を

使
っ
て
︑
連
続
運
転
可
能
時
間
︑

停
止
時
間
残
余
︑
拘
束
時
間
残
︑

休
息
時
間
残
︑
休
憩
時
間
残
︑

点
検
︑
中
間
点
呼
︑
次
回
出
勤

可
能
時
間
︑
15
時
間
超
過
可
能

回
数
な
ど
が
分
か
る
よ
う
な
改
善

基
準
告
示
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
た
﹂︒

　

こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
コ
と
ス
マ
ホ
の

デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
ー
経
由
で
点
呼

ロ
ボ
と
連
動
さ
せ
た
の
が
︑
ス
マ
ホ

・
デ
ジ
タ
コ
連
携
で
あ
る
︒﹁
運
行

（
遵
守
）
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
管
理
し
︑
運
行
中
の
速
度
超
過

や
急
加
速
等
管
理
︑
退
勤
時
に
労

務
違
反
（
改
善
基
準
告
示
違
反
）

な
ど
も
点
呼
ロ
ボ
が
指
摘
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
﹂︒

　

さ
ら
に
安
全
指
導
機
能
で
は
︑

正
確
な
乗
務
員
教
育
︑
国
土
交

通
省
が
定
め
た
指
導
・
監
督
指
針

の
遵
守
が
で
き
る
︒﹁
毎
月
の
安

全
指
導
教
育
な
ど
も
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
自
分
の
都
合
の
良
い
時
間
に

ロ
ボ
か
ら
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
︑

教
育
担
当
者
の
負
担
も
軽
減
し
て

い
る
﹂︒

　

点
呼
ロ
ボ
の
よ
り
有
効
な
活
用

は
各
社
各
様
で
あ
る
︒

第
301
回

点呼ロボットのより有効な活用を

　

国
土
交
通
省
は
４
月
15

日
︑
現
在
道
の
駅
を
活
用
し

て
実
施
し
て
い
る
高
速
道
路

の
休
憩
施
設
の
不
足
解
消
に

向
け
た
社
会
実
験
に
つ
い
て
︑

７
月
１
日
以
降
実
施
方
法
を

変
更
し
た
上
で
継
続
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

わ
が
国
の
高
速
道
路
に
お

い
て
は
︑
休
憩
施
設
同
士
の

間
隔
が
概
ね
25
㌔
㍍
以
上
離

れ
て
い
る
空
白
区
間
が
約
１

０
０
区
間
存
在
し
て
い
る
︒

同
区
間
の
半
減
を
目
指
し
︑

現
在
23
か
所
の
道
の
駅
を
対

象
に
︑
高
速
道
路
か
ら
の
一

時
退
出
を
可
能
と
す
る
社
会

実
験
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
今
回
︑
新
た

に
道
の
駅
６
か
所
（
表
）
を

追
加
す
る
と
と
も
に
︑
既
存

の
社
会
実
験
箇
所
を
含
め
︑

７
月
１
日
㈮
０
時
よ
り
一
時

退
出
可
能
時
間
を
３
時
間
か

ら
２
時
間
に
変
更
し
た
上

で
︑
検
証
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
︒

　

同
実
験
で
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２

・
０
搭
載
車
を
対
象
に
︑
高

速
道
路
を
降
り
て
道
の
駅
に

立
ち
寄
り
後
︑
２
時
間
以
内

に
再
進
入
し
た
場
合
︑
高
速

道
路
を
降
り
ず
に
利
用
し
た

料
金
の
ま
ま
と
さ
れ
る
︒
な

お
︑
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ジ

の
再
徴
収
は
さ
れ
ず
︑
ま
た

長
距
離
逓
減
等
も
継
続
さ
れ

る
︒

 

非
接
触
・
非
対
面
型
輸
配

送
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て

「
幹
線
輸
送
」「
消
費
者
向
け

配
送
」
の
手
引
き
を
作
成

　

国
土
交
通
省
は
４
月
28

日
︑
非
接
触
・
非
対
面
型
輸

配
送
モ
デ
ル
創
出
に
係
る
調

査
・
実
証
事
業
の
結
果
を
公

表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た
非
接

触
・
非
対
面
型
の
物
流
シ
ス

テ
ム
（
幹
線
輸
送
モ
デ
ル
︑

消
費
者
向
け
配
送
モ
デ
ル
）

を
構
築
し
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
強
靱
化
を
図
る
た

開
さ
れ
て
い
る
︒

 

﹁
過
疎
地
域
の
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
配
送
効
率
化
の
取
り

組
み
﹂
も
対
象
に

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等

推
進
事
業
」
募
集
開
始

　

国
土
交
通
省
は
５
月
10

日
︑
令
和
４
年
度
﹁
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業
﹂（
補

助
事
業
）
の
募
集
を
開
始
し

た
︒

　

同
事
業
は
︑
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
︑
流
通
業
務

の
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
物
流
体
系
の
構
築
を
図
る

た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
︒

　

対
象
事
業
は
︑
①
物
流
総

合
効
率
化
法
に
基
づ
く
総
合

効
率
化
計
画
策
定
の
た
め
の

調
査
事
業
（
総
合
効
率
化
計

画
策
定
事
業
）︑
②
物
流
総

合
効
率
化
法
の
総
合
効
率
化

計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

る
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
の

実
施
事
業
（
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
推
進
事
業
・
幹
線
輸
送
集

約
化
推
進
事
業
︑
過
疎
地
域

の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送

効
率
化
推
進
事
業
）
︱
︱
の

２
事
業
︒
前
年
度
に
引
き
続

き
︑
省
人
化
・
自
動
化
に
資

す
る
機
器
導
入
等
の
計
画
︑

め
︑
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を

活
用
し
た
新
た
な
輸
配
送
方

法
等
の
調
査
・
実
証
事
業
を

実
施
︒
そ
の
結
果
を
︑
幹
線

輸
送
に
係
る
手
引
き
﹃
非
接

触
・
非
対
面
型
の
幹
線
輸
送

（
貨
客
混
載
・
中
継
輸
送
）

モ
デ
ル
創
出
の
手
引
き
﹄（
写

真
）
と
消
費
者
向
け
配
送
に

係
る
手
引
き
﹃
多
様
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
さ
さ
え
る
持

続
可
能
な
宅
配
の
実
現
に
向

け
た
手
引
き
﹄
の
２
冊
に
取

り
ま
と
め
た
︒

　

幹
線
輸
送
に
係
る
手
引
き

で
は
︑
貨
客
混
載
や
中
継
輸

送
の
優
良
事
例
等
を
紹
介

し
︑
利
用
・
普
及
に
向
け
た

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
消
費
者
向
け
配
送
に

係
る
手
引
き
で
は
︑
再
配
達

の
削
減
に
向
け
て
︑
集
合
住

宅
に
お
け
る
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

解
錠
デ
バ
イ
ス
の
活
用
な
ど
︑

多
様
な
受
け
取
り
方
法
や
関

係
者
の
連
携
等
に
よ
り
再
配

達
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
紹

介
し
︑
普
及
に
向
け
た
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
て
い
る
︒

　

同
手
引
き

は
︑
国
交
省

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
で
公

７
月
か
ら
新
た
に
６
か
所
を
追
加 

一
時
退
出
可
能
時
間
は
２
時
間
に

高
速
道
路
の
休
憩
施
設
不
足

解
消
に
向
け
た
社
会
実
験

実
際
に
当
該
機
器
を
用
い
て

運
行
す
る
場
合
へ
の
上
乗
せ

補
助
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
今
年
度
か
ら
は
新
た
に

過
疎
地
域
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
配
送
の
効
率
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
運
行
経
費

支
援
の
対
象
と
す
る
︒

　

予
算
額
は
約
４
３
０
０
万

円
︒
応
募
期
間
は
６
月
10
日

㈮
17
時
ま
で
（
必
着
）︒
補

助
対
象
事
業
者
の
認
定
（
交

付
決
定
）
は
８
月
初
旬
頃
を

予
定
し
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

 

３
か
年
で
約
１
５
０
０
台
の

大
型
車
マ
ス
を
拡
充
へ

高
速
道
路
３
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
高
速
道
路
３

社
は
４
月
20
日
︑
大
型
車
駐

車
マ
ス
の
令
和
３
年
度
の
拡

充
実
績
お
よ
び
４
~
６
年
度

の
３
か
年
の
拡
充
計
画
を
取

り
ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

３
年
度
は
︑
既
存
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
内

で
の
小
型
車
マ
ス
か
ら
大
型

車
マ
ス
へ
の
描
き
換
え
等
に

よ
り
︑
全
国
43
か
所
の
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
︑
大
型
車

マ
ス
約
９
１
０
台
の
拡
充
が

完
了
し
た
︒

　

ま
た
︑
４
~
６
年
度
の
３

か
年
で
大
型
車
マ
ス
約
１
５

０
０
台
の
拡
充
を
計
画
︒
そ

の
う
ち
︑
４
年
度
ま
で
に
全

国
約
30
か
所
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

で
大
型
車
マ
ス
約
６
０
０
台

の
拡
充
に
着
手
す
る
予
定
と

し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
今
後

は
休
憩
施
設
以
外
の
高
速
道

路
事
業
用
地
な
ど
を
活
用
し

た
大
型
車
マ
ス
の
増
設
も
検

討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

　

併
せ
て
高
速
道
路
３
社
で

は
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

駐
車
マ
ス
の
整
備
を
進
め
て

お
り
︑
４
年
３
月
末
時
点
で

２
３
７
台
分
の
駐
車
マ
ス
が

確
保
さ
れ
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
駐
車
マ
ス
に
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
以
外
の
車
両

が
駐
車
し
た
こ
と
で
︑
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
が
駐
車
で

き
な
い
と
い
っ
た
事
象
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
高

速
道
路
３
社
で
は
適
正
な
駐

車
場
の
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

令和3年度 非接触・非対面型の
幹線輸送　　  モデル
創出の手引き

貨客混載・
中継輸送

表　社会実験の対象となる道の駅
駅名 道の駅所在地 最寄り道路・IC 名

今
回
追
加
（
６
か
所
）

ふくしま 福島県福島市 東北中央道福島大笹生 IC
常総（仮称）※ 茨城県常総市 圏央道常総 IC
おけがわ（仮称）※ 埼玉県桶川市 圏央道桶川北本 IC
ながおか花火館 新潟県長岡市 関越道長岡 IC
いたの 徳島県板野郡板野町 高松道板野 IC
都城 宮崎県都城市 宮崎道都城 IC

現
在
実
験
中
（
23
か
所
）

おりつめ 岩手県九戸郡九戸村 八戸線九戸 IC
村田 宮城県柴田郡村田町 東北道村田 IC
猪苗代 福島県耶麻郡猪苗代町 磐越道猪苗代磐梯高原 IC
ごか 茨城県猿島郡五霞町 圏央道五霞 IC
玉村宿 群馬県佐波郡玉村町 関越道高崎玉村 SIC
木更津うまくたの里 千葉県木更津市 圏央道木更津東 IC
保田小学校 千葉県安房郡鋸南町 富津館山道鋸南保田 IC
しらね 山梨県南アルプス市 中部横断道白根 IC
親不知ピアパーク 新潟県糸魚川市 北陸道親不知 IC
もっくる新城 愛知県新城市 新東名新城 IC
若狭おばま 福井県小浜市 舞鶴若狭道小浜 IC
アグリの郷栗東 滋賀県栗東市 名神高速栗東 IC
丹波おばあちゃんの里 兵庫県丹波市 舞鶴若狭道春日 IC
奥大山 鳥取県日野郡江府町 米子道江府 IC
舞ロード IC 千代田 広島県山県郡北広島町 中国道千代田 IC
来夢とごうち 広島県山県郡安芸太田町 中国道戸河内 IC
むいかいち温泉 島根県鹿足郡吉賀町 中国道六日市 IC
ソレーネ周南 山口県周南市 山陽道徳山西 IC
霧の森 愛媛県四国中央市 高知道新宮 IC
みまの里 徳島県美馬市 徳島道美馬 IC
人吉 熊本県人吉市 九州道人吉球磨 SIC
彼杵の荘 長崎県東彼杵郡東彼杵町 長崎道東そのぎ IC
えびの 宮崎県えびの市 九州道えびの IC

（IC ＝インターチェンジ、SIC ＝スマートインターチェンジ）
  ※＝道の駅に登録されることを前提として追加



（4）第2200号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）5月15日

　

岐
阜
梱
包
㈱
（
堀
部
友
里

代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑
石

材
・
鉄
鋼
製
品
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
品
を
全
国
に
輸
送
し

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
ま
で

は
︑
同
社
の
従
業
員
の
う
ち

３
分
の
２
ほ
ど
は
定
着
し
て

い
た
も
の
の
︑
残
る
３
分
の
１

は
頻
繁
に
入
れ
替
わ
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
︒

な
か
で
も
︑
配
車
係
と
の
間

に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
に
︑
退
職
に
繋
が
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
目
立

っ
て
い
た
︒
同
社
で
は
そ
の
こ

ろ
︑配
車
係
が
退
職
す
る
と
︑

そ
の
ポ
ス
ト
を
埋
め
る
た
め

配
車
係
と
し
て
務
め
ら
れ
そ

う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
や
社
歴
が

長
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
か
ら

次
の
配
車
係
を
選
出
し
︑
配

車
係
の
ポ
ス
ト
に
つ
け
て
い

た
︒
し
か
し
︑
当
時
は
新
し

い
配
車
係
に
対
し
て
管
理
職

と
し
て
の
教
育
を
行
っ
て
お

ら
ず
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な

ど
が
で
き
な
い
の
に
加
え
て
︑

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
な
ど
分
か
ら
な
い
ま
ま
ド

ラ
イ
バ
ー
と
接
し
て
い
た
︒

そ
の
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と

配
車
係
の
間
に
良
好
な
人
間

関
係
が
構
築
で
き
ず
︑
結
果

的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
離
職
が

相
次
い
で
い
た
︒
退
職
の
原

因
が
管
理
者
側
に
も
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
こ
と
か
ら
︑

同
社
で
は
改
善
に
乗
り
出

し
︑
管
理
職
や
事
務
職
の
従

業
員
に
も
社
員
教
育
を
始
め

た
︒

　

ま
た
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
定
着
率
も
思
わ
し
く
な

く
︑
求
人
広
告
を
出
し
て
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
社
し
て

も
︑
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と

い
う
︒

　

堀
部
社
長
は
こ
う
し
た
状

況
を
改
善
さ
せ
る
た
め
︑
ま

ず
同
業
他
社
の
教
育
担
当
者

な
ど
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
︑
自
社
の
従
業
員
を
適
切

に
指
導
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
新
た
に
整
備
し
た
︒
同

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
︑
新
人
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
指
導
を
行
う
際

に
︑
運
転
操
作
な
ど
に
関
す

る
確
認
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
化

し
た
安
全
運
転
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
や
︑
荷
卸
し
先
で
の
手

順
書
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
︒

教
育
の
仕
組
み
を
体
系
化
し

た
こ
と
で
教
育
者
に
よ
る
指

導
内
容
の
ば
ら
つ
き
が
な
く

な
り
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の

効
果
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

図
ら
れ
た
︒

　

ま
た
︑
新
人
教
育
を
行
う

教
育
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
観
点
か
ら
︑
堀
部
社

長
は
同
社
の
労
働
組
合
に
対

し
て
︑
こ
れ
ま
で
求
人
広
告

費
と
し
て
使
っ
て
い
た
経
費

を
組
合
に
支
給
す
る
代
わ
り

に
︑
組
合
員
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
積
極
的
に
フ
ォ
ロ
ー

を
行
い
︑
人
材
を
育
て
る
よ

う
に
さ
せ
た
︒
せ
っ
か
く
育

て
て
き
た
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

が
早
期
退
職
し
て
し
ま
う
こ

と
で
︑
増
え
て
き
た
業
務
を

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
任
せ
る

こ
と
が
で
き
ず
︑
教
育
を
行

っ
て
き
た
従
業
員
た
ち
も
疲

弊
し
て
い
た
が
︑
こ
の
措
置

を
契
機
に
先
輩
従
業
員
に
よ

る
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
強
化
さ

れ
︑
早
期
退
職
者
は
少
な
く

な
っ
た
︒

　
﹁
そ
れ
ま
で
当
社
で
は
明

確
化
さ
れ
た
教
え
方
が
な

く
︑
手
探
り
な
状
態
で
従
業

員
教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
こ
れ
で
は
教

育
を
受
け
る
方
が
戸
惑
っ
て

し
ま
い
︑
ス
キ
ル
が
身
に
付

か
な
い
ま
ま
退
職
し
て
し
ま

い
ま
す
︒
従
業
員
教
育
の
仕

組
み
を
明
確
化
し
た
こ
と

で
︑
早
期
退
職
者
の
減
少
に

繋
が
っ
た
と
と
も
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

結
び
付
き
ま
し
た
﹂（
堀
部

社
長
）

　

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

に
続
き
︑
同
社
が
安
全
対
策

に
関
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が

﹁
事
故
防
止
対
策
の
深
化
﹂

で
あ
る
︒

　

か
つ
て
︑
同
社
で
は
事
故

を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
注
意
し
た
り
叱
責
し

　

従
業
員
の
定
着
率
を
改
善

し
て
い
く
た
め
に
は
︑
給
与

原
資
の
確
保
や
賃
金
制
度
の

見
直
し
な
ど
に
よ
っ
て
賃
金

上
昇
を
実
現
し
︑
従
業
員
の

会
社
に
対
す
る
不
満
感
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
︒

　

平
成
28
年
︑
堀
部
社
長
は

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
発

行
し
て
い
る
﹃
日
本
の
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
産
業　

現
状
と
課

題
﹄
を
読
み
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
年
間
所
得
額
と

年
間
労
働
時
間
の
現
状
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
︑﹁
当

社
の
現
状
は
ど
う
だ
ろ
う

か
﹂
と
確
か
め
た
︒
そ
の
結

果
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

年
間
所
得
額
は
全
業
種
平
均

よ
り
は
低
か
っ
た
も
の
の
業

界
平
均
よ
り
は
高
か
っ
た
こ

と
︑
そ
し
て
年
間
労
働
時
間

は
全
産
業
平
均
よ
り
も
長
か

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

堀
部
社
長
は
︑﹁
ま
ず
は
︑

当
社
の
従
業
員
の
年
間
所
得

額
を
︑
全
産
業
平
均
年
間
所

得
額
に
匹
敵
す
る
５
０
０
万

円
に
す
る
﹂
と
い
う
目
標
を

打
ち
立
て
︑同
年
10
月
以
降
︑

荷
主
に
対
し
て
運
賃
・
料
金

の
引
上
げ
交
渉
を
根
気
強
く

進
め
︑
従
業
員
の
所
得
改
善

を
目
指
し
た
︒そ
う
し
た
中
︑

29
年
に
入
っ
て
﹁
宅
配
ク
ラ

イ
シ
ス
﹂
が
話
題
と
な
り
︑

運
送
業
界
を
取
り
巻
く
苦
境

に
対
す
る
認
識
が
荷
主
企
業

の
間
に
も
徐
々
に
広
が
っ
て

き
た
︒
こ
う
し
た
こ
と
を
追

い
風
に
︑
同
年
に
同
社
は
引

上
げ
交
渉
に
成
功
︒
運
賃
・

料
金
の
増
額
分
を
原
資
と
し

て
︑
従
業
員
の
給
与
ア
ッ
プ

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
︒

　

さ
ら
な
る
従
業
員
の
所
得

改
善
を
図
っ
て
い
く
上
で
は
︑

た
り
し
て
い
た
が
︑﹁
な
ぜ
事

故
が
発
生
し
た
か
﹂
と
い
う

原
因
把
握
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
事
故

を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

再
度
同
じ
よ
う
な
事
故
を
起

こ
す
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い

う
︒
そ
こ
で
同
社
で
は
︑﹁
本

人
﹂︑﹁
相
手
﹂︑﹁
環
境
﹂︑﹁
ハ

ー
ド（
車
両
）﹂︑﹁
安
全
管
理
﹂

の
５
つ
の
視
点
か
ら
事
故
分

析
を
行
い
︑
事
故
の
原
因
を

深
掘
り
す
る
よ
う
に
し
た
︒

事
故
の
原
因
が
何
な
の
か
を

知
り
︑
社
員
研
修
会
の
場
を

通
じ
て
そ
れ
を
全
ド
ラ
イ
バ

ー
に
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
︑

同
社
で
は
同
じ
よ
う
な
事
故

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

運
賃
・
料
金
の
引
上
げ
に
伴

う
収
入
増
と
合
わ
せ
て
︑
経

費
削
減
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
っ
た
︒
同
社
で
ま
ず
着

手
し
た
の
は
︑
車
両
保
険
料

の
削
減
で
あ
っ
た
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事

故
を
惹
起
す
る
と
車
両
保
険

料
が
増
額
さ
れ
る
が
︑
事
故

を
減
ら
せ
ば
保
険
料
削
減
に

繋
が
る
︒
そ
こ
で
同
社
が
取

り
組
ん
だ
の
が
︑﹁
洗
車
の

徹
底
﹂
で
あ
っ
た
︒

　

同
社
で
は
︑
帰
庫
後
の
洗

車
に
か
け
た
時
間
を
日
報
で

報
告
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
︒

特
に
︑
事
故
惹
起
者
に
対
し

て
は
特
に
車
両
を
念
入
り
に

洗
う
よ
う
指
示
し
た
︒
車
両

を
丁
寧
に
洗
う
こ
と
で
︑
次

第
に
車
の
大
切
さ
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
﹁
事
故
に
よ
っ
て
大

切
な
車
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
︑
慎
重
に
運
転
し
よ
う
﹂

と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
︒

　

洗
車
の
励
行
や
︑
先
に
紹

介
し
た
５
つ
の
視
点
か
ら
の

事
故
分
析
な
ど
の
取
り
組
み

が
事
故
減
少
に
貢
献
︒
そ
れ

に
よ
る
保
険
料
削
減
効
果

が
︑
従
業
員
の
所
得
改
善
に

反
映
さ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

の
提
案
を
受
け
︑
同
社
で
は

空
き
パ
レ
ッ
ト
の
輸
送
改
善

に
も
取
り
組
ん
だ
︒

　

同
社
で
は
︑
発
荷
主
先
か

ら
着
荷
主
先
へ
の
輸
送
と
︑

着
荷
主
先
で
発
生
す
る
空
き

パ
レ
ッ
ト
の
輸
送
を
そ
れ
ぞ

れ
別
の
便
で
行
っ
て
い
た
︒

し
か
し
︑
そ
れ
で
は
輸
送
効

率
が
悪
く
な
り
︑
コ
ス
ト
が

余
分
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
︒

そ
こ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
着

荷
主
先
か
ら
の
帰
り
便
の
︑

荷
台
の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

に
空
き
パ
レ
ッ
ト
を
積
載
し
︑

積
載
効
率
を
高
め
た
（
写
真

①
）︒
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

に
荷
物
を
積
載
で
き
れ
ば
︑

売
上
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
の

で
あ
る
︒

　

さ
ら
に
︑
着
荷
主
先
で
発

生
し
た
空
き
パ
レ
ッ
ト
は
︑

こ
れ
ま
で
各
ド
ラ
イ
バ
ー
が

発
荷
主
先
ま
で
戻
し
て
い

た
︒
例
え
ば
︑
４
人
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
着
荷
主
先
か
ら
発

荷
主
先
ま
で
空
き
パ
レ
ッ
ト

を
戻
す
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
４

台
必
要
に
な
っ
て
輸
送
効
率

が
悪
く
な
る
上
︑
空
き
パ
レ

ッ
ト
輸
送
に
か
か
る
労
働
時

間
が
各
ド
ラ
イ
バ
ー
に
発
生

す
る
︒
こ
れ
を
︑
着
荷
主
先

か
ら
の
空
き
パ
レ
ッ
ト
を
い
っ

た
ん
同
社
で
保
管
し
︑
あ
る

程
度
た
ま
っ
た
段
階
で
１
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ま
と
め
て

発
荷
主
先
ま
で
輸
送
す
る
よ

う
に
し
た
︒
こ
の
場
合
︑
発

荷
主
先
ま
で
空
き
パ
レ
ッ
ト

を
輸
送
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
１

台
で
済
む
た
め
︑
輸
送
コ
ス

ト
が
４
分
の
１
に
軽
減
さ
れ

る
︒
ま
た
︑
発
荷
主
先
ま
で

の
輸
送
に
あ
た
ら
な
い
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
そ
の
分
労
働
時

間
が
削
減
で
き
る
︒

　

同
社
で
は
︑
輸
送
効
率
化

を
推
進
し
︑
輸
送
コ
ス
ト
と

労
働
時
間
の
削
減
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
︒
そ
の
結
果
︑

同
社
で
は
表
で
示
し
た
通

り
︑
年
間
所
得
額
と
年
間
労

働
時
間
の
改
善
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒

　　
﹁
輸
送
効
率
化
へ
の
取
り
組

み
が
会
社
の
利
益
に
繋
が

り
︑
そ
の
結
果
︑
自
分
た
ち

の
給
与
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ

と
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
説
明
し
︑

納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
納
得
し
な

い
と
な
か
な
か
行
動
を
取
っ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
︒一
方
で
︑

給
料
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
や
る

気
を
出
さ
せ
る
た
め
に
は
︑

管
理
者
が
数
字
な
ど
の
目
に

　

わ
が
国
の
物
流
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
︑
良
質
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を

安
定
的
に
確
保
し
︑
育
成
し
︑
定
着
さ
せ

て
戦
力
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

本
企
画
で
は
︑
様
々
な
中
小
運
送
事
業
者

に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
確

保
・
育
成
・
定
着
率
向
上
﹂
に
関
す
る
取

り
組
み
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
岐
阜
県
大
野
町
の
岐
阜
梱
包

株
式
会
社
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
︒

真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
「
社
内
教
育
の
体
系
化
」

安
全
性
向
上
に
よ
り
安
心
し
て
働
け
る
職
場
へ

輸
送
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

年
間
所
得
額
・
労
働
時
間
の
改
善
に
繋
げ
る

表　同社における年間所得額と年間労働時間の推移
年間所得額（単位＝万円）

同社 中小型
トラック

大型
トラック

全産業
平均

平成30年 468 417 457 497

令和元年 477 419 456 501

2年 482 419 454 487

3年 494 431 463 489

年間労働時間（単位＝時間）

同社 中小型
トラック

大型
トラック

全産業
平均

平成30年 2,232 2,568 2,580 2,124 

令和元年 2,160 2,496 2,580 2,076 

2年 2,125 2,484 2,532 2,100 

3年 2,214 2,484 2,544 2,112 

同社以外の資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より

堀部　友里
代表取締役社長

同社ではドライバーからの提案で、着荷主先で荷卸しした後の空きスペース（矢印で示した四角の部分）に、着荷主
先で発生した空きパレットを積載し、輸送効率を高める取り組みを行っている。これまで別の便で行っていた空きパ
レットの輸送を着荷主からの帰り便とまとめたことで、輸送コストとドライバーの労働時間削減に繋げた

①

岐
阜
梱
包
株
式
会
社
（
岐
阜
県
大
野
町
）
に
お
け
る
取
り
組
み

従
業
員
の
行
動
を
促
し
職
場
環
境
を
改
善

従
業
員
の
行
動
を
促
し
職
場
環
境
を
改
善

社
風
を
良
く
し
て
「
定
着
率
向
上
」へ

社
風
を
良
く
し
て
「
定
着
率
向
上
」へ

物流を支えるトラックドライバー「確保・育成・定着」への道物流を支えるトラックドライバー「確保・育成・定着」への道
第３回

特　集



第2200号（第3種郵便物認可）（5） 令和4年（2022年）5月15日

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽
❾

10

12

131415
16

11

1920

21

17
18

24 25

22
23

安全運行のオアシス トラックステーション
全国25か所のトラックステーション（TS）は全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

従業員がいきいきと働くことのできる職場環境を目指して従業員がいきいきと働くことのできる職場環境を目指して
「働きやすい職場認証制度　認証事業者取り組み事例」より「働きやすい職場認証制度　認証事業者取り組み事例」より

　トラック運送業界では、長引くコロナ禍による運賃収入の減少や燃料価格高騰に伴う輸送コストの増加など、厳しい状況
が続いています。しかし、そのような状況下においても多くの運送事業者が創意工夫や経営努力によって人材の確保や従
業員の労働環境の改善に取り組んでいます。国は、こうした「働き方改革」に積極的に取り組む事業者を「見える化」
する、「働きやすい職場認証制度」を令和元年度に創設しています。
　ここでは、同制度の認証機関である（一財）日本海事協会が取りまとめた『働きやすい職場認証制度　認証事業者取
り組み事例』で取り上げられたトラック運送事業者による事例の中から、「社内努力と荷主との交渉」につい
て紹介します。同事例の他にも、表の通り、様 な々取り組み事例が掲載されていますので、ご活用ください。
　なお、同事例集は、「自動車運送事業者の『働きやすい職場認証制度』」ホームページ（二次元コード）
よりダウンロードすることができます。

 1取り組み内容 
　発荷主を通じた着荷主への

ドライバーの労働時間の改善に向けた交渉を実施

　これまで、ドライバーが着荷主先で、在庫の確認を行っていた。
この件については、発荷主の担当者も認識しておらず、また、
同社のベテランドライバーも当然のように作業を行っていた。
　ところが、転職してきたドライバーより、高所作業に伴う転落
および降雨時の転落等の危険性が指摘された。また、当該作
業を実施することが、ドライバーの長時間労働に繋がっているこ
とが判明した。
　この件について、発荷主へ状況を説明し、改善に向けた理
解をいただき、発荷主の営業担当者から着荷主へ改善要望を
実施していただいた。

 2きっかけ 

　ドライバーの労働時間を改善するために、運行上のどこに改
善すべき問題点があるのか、まずは把握する必要があった。そ
のため、運転時間、荷役作業時間や待機時間等を定量的かつ
具体的に調査し、改善すべき内容を取りまとめた。
　その上で、発荷主へドライバーの労働時間に関する問題点を
提示できたことで、ドライバーの労働時間の改善を実現すること
ができた。
　また、高速道路の活用については、「現場でどの程度労働時
間の短縮が図れるか」について検証を実施した上で、発荷主と
の交渉に臨み、理解を得ることができた。

 3難しかったこと・工夫したことなど 

　発荷主が他の運送会社に運送を依頼する可能性もあることか
ら、発荷主への改善要望は精神的に大変である。しかしながら、
近年のドライバーの労働条件等の関係により、ドライバーの雇用

参考事例：「社内努力と荷主との交渉」より抜粋

が十分に確保できず、輸送を引き受けられなくなることの方が問
題であることから、その点を発荷主に説明の上、理解をいただい
た。
　発荷主先における長時間待機の削減を説明する中で、着荷
主の荷卸し先において、契約外の作業を実施していることにつ
いても、具体的に問題点として説明できたのも良かった。
　発荷主の営業担当者より、着荷主に当該労働環境の改善
について理解を得ることも大変だったと報告を受けている。それは、
「発荷主の営業担当者より着荷主へ当該労働環境の改善に
ついて依頼するとなると、競合他社に移られてしまい、商品が売
れなくなるリスクがあると思った」からというところだった。

 4成果 
　待機時間と運転時間の合わせて 1 時間程度を削減

　着荷主先では待機時間が平均 30 分、また、高速道路の利
用により平均 20 分、ドライバーの労働時間が削減された。
　また、実際のドライバーからの成果への意見として、「労働時
間が削減されたことよりもむしろ、『対人事故のリスクの軽減』に
よる精神面での緩和が大きい」との声もある。
　ドライバーの定着率については、在籍年数が５年以上の社員
が 72％と、高い数字をキープできている。

 5これから取り組む方へのメッセージ 

　ドライバーの雇用を確保し、定着率のアップを目指すためには、
ドライバーからの要望を一生懸命に聞くことが重要である。
　さらに、ドライバーのみならず、ドライバーの家族にも安心して
もらえる職場環境であることを認知していただくことも大事であると
考える。
　ドライバーが家族に応援してもらえるからこそ、お客様により良
いサービスが提供できるのだと思う。

表　事例集で紹介されているトラック運送事業者の取り組み

テーマ
成果カテゴリー

離職率の
低下

若年層の
採用

女性の
採用

応募数の
増加

有休取得率
の増加

労働時間の
短縮 その他

労務問題を先送りしない
～改善基準告示を遵守するためのシステムを導入～ ○ ○ ○ ○ ○

様々な認証取得を通じた社内の意識改革 ○ ○ ○

認証取得と社内制度を採用ピーアールに活用 ○ ○ ○

性格の良い会社を創る ○ ○

福利厚生の充実と会社価値観の共有 ○ ○ ○

職業体験でトラックドライバーの魅力を紹介 ○ ○ ○ ○

社内努力と荷主との交渉 ○ ○ ○ ○

「安心」がもたらす「安定」のドライブ ○ ○ ○ ○

ドライバーの自主性・自発性が職場環境を良くして好
循環を生む ○ ○ ○

健康が第一　ボディメンテナンスを重視 ○ ○ ○ ○ ○

信頼関係重視
～絆が早期離職を防ぐ～ ○ ○ ○

「輝く人財」の育成 ○

ドライバーの健康第一
～安心して働くことができる職場環境の構築～ ○ ○ ○ ○
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と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
従
業
員
の
確
保

・
育
成
・
定
着
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

堀
部
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁﹃
う
ち
の
会
社
で
働
い
て

良
か
っ
た
﹄
と
従
業
員
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
会
社

に
し
て
い
く
こ
と
が
︑
私
の

責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒

従
業
員
が
長
い
間
働
く
こ
と

の
で
き
る
会
社
に
し
て
い
く

た
め
に
は
︑
社
風
を
良
く
し

て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
社

風
を
良
く
し
て
い
く
の
は
︑

実
は
社
長
の
役
目
で
は
な

く
︑
従
業
員
み
ん
な
の
役
目

だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
こ
れ

ま
で
は
︑
社
長
で
あ
る
私
が

会
社
と
し
て
向
か
う
べ
き
方

向
性
を
提
示
し
︑
実
現
に
向

け
て
全
員
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
︒
こ
れ
か
ら
は
︑
他

の
従
業
員
や
お
客
様
を
笑
顔

に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
︑
従
業
員
が
自
ら

考
え
︑
行
動
に
移
せ
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
ら
提
案

し
︑
対
策
を
進
め
︑
待
遇
改

善
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
︑
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
大
い
に
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
︒
４
月
か
ら
は
従

業
員
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を

決
め
︑
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
﹁
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

会
議
﹂（
写
真
④
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
︒
今
後
︑
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
様
々

な
提
案
が
活
発
に
な
さ
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
︒
経
営
者
と
し
て
は
︑
従

業
員
か
ら
の
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
︑
従
業
員
と
一
緒

に
な
っ
て
よ
り
良
い
会
社
づ

く
り
に
向
け
て
突
き
進
ん
で

い
き
ま
す
︒
従
業
員
自
ら
が

自
覚
を
も
ち
︑
会
社
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
様
々
な
取
り
組
み
を
提
案

し
︑
経
営
陣
と
一
緒
に
な
っ

て
推
進
し
続
け
る
こ
と
で
︑

従
業
員
の
確
保
・
育
成
・
定

着
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
岐
阜
梱
包
㈱

　

堀
部
友
里
代
表
取
締
役
社

長

４
月
か
ら
は
、新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
﹁
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
﹂
が
始

ま
っ
た
。会
議
に
お
け
る
活
発
な
議
論

を
通
じ
て
、同
社
の
さ
ら
な
る
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

従
業
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
「
社
員
研
修
会
」

従
業
員
の
提
案
を
活
か
し
よ
り
良
い
会
社
へ

同社では、毎月第３土曜日に全従業員参加による社員研修会を開催
（写真②）。研修会の後にはボーリング大会を開催したり（写真③）、食
事を用意するなど従業員同士の交流の場として機能させることで、社
内の一体感を高めている

④

②

③

岐阜梱包㈱
本社営業所　岐阜県揖斐郡大野町大字　　　　
　　　　　 五之里123-1
代  表  者　代表取締役社長　堀部　友里
創　　立　昭和46年３月
資  本  金　3,000万円
従業員数　48人（うちドライバー37人）
車  両  数　46台
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は
︑
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識
を

高
め
行
動
す
る
こ
と
︑
そ
し

て
個
々
の
身
近
な
行
動
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
か
︒当
社
で
は
︑

年
始
に
実
施
す
る
安
全
大
会

の
中
で
︑
従
業
員
に
対
し
て

効
率
的
な
輸
送
の
あ
り
方
や

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
ど
︑
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
事
柄
を

説
明
し
︑
従
業
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま

す
︒
一
方
で
︑
地
域
社
会
と

の
共
生
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

（
持
続
可
能
な
）
取
り
組
み

だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
こ
の

福
山
の
地
で
何
十
年
も
企
業

活
動
を
継
続
で
き
た
の
は
︑

地
域
社
会
の
皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
︒
当
社
と

一
緒
に
︑
持
続
可
能
な
社
会

に
つ
い
て
考
え
て
く
れ
た
地

域
の
若
者
た
ち
が
︑
こ
れ
か

ら
社
会
の
主
役
に
な
っ
て
い

く
こ
と
に
も
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
て
い
ま
す
︒
今
後
も

地
域
の
学
生
と
の
協
働
学
習

や
交
流
の
機
会
が
あ
れ
ば
︑

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

（
取
材
協
力
）
昭
和
陸
運
㈱

　

管
理
本
部
経
営
企
画
室　

草
野
貴
之
室
長

　

昭
和
陸
運
㈱
は
︑
運
送
事

業
・
物
流
事
業
を
展
開
し
て

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
り

組
み
を
み
て
い
き
た
い
︒

　

ま
ず
︑﹁
環
境
保
全
に
関

す
る
取
り
組
み
﹂（﹁
開
発
目

標
７
:
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂︑﹁
開

発
目
標
９
:
イ
ン
フ
ラ
︑
産

業
化
﹂︑﹁
開
発
目
標
13
:

気
候
変
動
﹂
な
ど
）
で
は
︑

同
社
で
は
平
成
18
年
か
ら
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
を
取
得
し

て
い
る
ほ
か
︑
日
々
の
運
行

の
中
で
も
効
率
的
な
配
車
や

空
車
回
送
の
削
減
︑
ア
イ
ド

リ
ン
グ
削
減
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
物
流
倉
庫

の
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
た
ほ
か
︑
営
業
車
と

し
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
導

入
な
ど
も
進
め
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
従
業
員
の
福

利
厚
生
の
充
実
﹂（﹁
開
発
目

標
10
:
不
平
等
﹂
な
ど
）

い
る
ほ
か
︑不
動
産
︑商
事
︑

サ
ー
ビ
ス
︑
ア
パ
レ
ル
︑
映

像
制
作
な
ど
８
事
業
11
社
か

ら
な
る
Ｓ
Ｒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
（
荒
木
栄
作
代
表
取

締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
中
核
企
業

と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
は
︑
昭
和
29
年
に
荒

で
は
︑
従
業
員
の
労
働
環
境

整
備
の
観
点
か
ら
︑
30
年
に

新
本
社
社
屋
を
竣
工
︒
運
送

会
社
ら
し
か
ら
ぬ
お
し
ゃ
れ

な
内
装
の
館
内
に
は
ジ
ャ
ズ

が
流
れ
て
お
り
︑
従
業
員
た

ち
は
快
適
な
環
境
で
日
々
職

務
に
あ
た
っ
て
い
る
︒

　
﹁
新
社
屋
は
︑
従
業
員
に

と
っ
て
の
働
き
や
す
さ
を
追

求
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
快
適
な
職
場
環
境
で
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
︑
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま

し
た
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
昨
年
度
に
は
﹁
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
﹂
の
一
環
と
し
て
︑
同
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
倉
庫
従
事

者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
刷
新
︒

木
社
長
の
父
親
で
あ
る
先
代

社
長
が
創
業
以
来
︑﹁
新
た

な
物
流
文
化
を
創
造
し
続
け

広
く
社
会
に
貢
献
す
る
﹂
を

企
業
理
念
と
し
て
︑
企
業
活

動
を
発
展
さ
せ
て
き
た
︒
そ

れ
に
併
せ
て
︑
同
社
で
は
以

前
か
ら
環
境
問
題
へ
の
対
応

新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
︑

﹁
ス
ポ
ー
テ
ィ
・
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
・
シ
ン
プ
ル
﹂
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
︑
同
社
の
グ
ル
ー
プ

企
業
で
あ
る
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
（
作
業
服
）
が
手
が
け

た
も
の
︒
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

で
は
安
全
性
や
機
能
性
︑
デ

ザ
イ
ン
を
追
求
し
た
と
い
う
︒

さ
ら
に
︑今
年
３
月
か
ら
は
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
︑
使
い
終
わ

っ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
他

社
が
運
営
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
提
供
す
る
取
り
組
み

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
人
材
の
多
様
性

を
確
保
す
る
た
め
の
﹁
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
﹂（﹁
開

発
目
標
５
:
ジ
ェ
ン
ダ
ー
﹂︑

﹁
開
発
目
標
10
:
不
平
等
﹂

な
ど
）
で
は
︑
同
社
を
は
じ

め
と
し
た
グ
ル
ー
プ
内
の
人

や
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
︒

　
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
概
念

が
生
ま
れ
︑
社
会
全
体
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
注
目
し
て
い
く
中

で
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ

た
様
々
な
取
り
組
み
に
︑
こ

れ
ま
で
の
当
社
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
取
り
組
み
と
リ
ン
ク
す
る

部
分
が
多
く
あ
っ
た
た
め
︑

当
社
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
繋
が
る
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
﹂（
草

野
貴
之
管
理
本
部
経
営
企
画

室
室
長
）

材
交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
の
観
点
か

ら
︑
社
内
報
を
作
成
し
て
グ

ル
ー
プ
間
の
社
内
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
る
ほ
か
︑
ア
パ
レ
ル

子
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
撮
影
を

グ
ル
ー
プ
の
社
屋
や
物
流
施

設
で
行
っ
た
り
︑
同
社
や
グ

ル
ー
プ
の
従
業
員
が
モ
デ
ル

に
な
る
な
ど
︑
グ
ル
ー
プ
内

の
人
材
交
流
を
深
化
さ
せ
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
︒

　

そ
し
て
︑﹁
地
域
へ
の
責
任
﹂

（﹁
開
発
目
標
８
:
経
済
成

長
と
雇
用
﹂︑﹁
開
発
目
標
11

:
持
続
可
能
な
都
市
﹂
な

ど
）
と
い
う
観
点
で
は
︑
地

元
エ
リ
ア
に
お
け
る
雇
用
の

創
出
も
︑
同
社
に
お
け
る
大

き
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
が
本
社
を
構
え
る
福

山
市
は
︑
中
国
・
四
国
地
方

で
は
広
島
市
︑
岡
山
市
︑
松

山
市
︑
倉
敷
市
に
次
ぐ
５
番

目
の
人
口
規
模
を
誇
る
も
の

の
︑
令
和
２
年
の
市
の
人
口

は
46
万
９
３
０
人
（
国
勢
調

査
）
と
︑
昭
和
15
年
以
来
の

減
少
と
な
っ
た
︒
今
後
︑
人

口
減
少
が
加
速
度
的
に
進
行

す
る
こ
と
で
︑
企
業
活
動
の

縮
小
や
生
活
利
便
性
の
低

下
︑
地
域
の
魅
力
の
低
下
と

い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
︑
さ

ら
な
る
人
口
減
少
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
る
※
︒

　

同
社
は
昭
和
29
年
の
創
立

以
来
︑
地
元
に
密
着
し
た
運

送
会
社
と
し
て
事
業
を
展

開
︒
21
世
紀
初
頭
ま
で
は
︑

従
業
員
規
模
20
人
程
度
の
運

送
会
社
で
あ
っ
た
︒し
か
し
︑

　

福
山
市
で
は
平
成
30
年
に

﹁
新
た
な
人
口
減
少
対
策
﹂

を
策
定
す
る
と
と
も
に
︑
令

和
元
年
か
ら
は
同
対
策
に
関

す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
︑
地
域
人
口
の
減
少
阻

止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
︒

　

２
年
に
策
定
さ
れ
た
﹁
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂

で
は
︑
高
校
生
に
地
元
企
業

の
良
さ
や
課
題
を
学
ぶ
場
を

提
供
す
る
た
め
の
﹁
グ
ロ
ー

カ
ル
人
材
育
成
事
業
﹂
を
盛

り
込
み
︑
市
外
大
学
へ
の
進

学
を
考
え
て
い
る
学
生
に
対

し
て
︑
福
山
で
暮
ら
し
続
け

た
場
合
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
構

築
支
援
を
行
い
︑
地
元
定
着

の
後
押
し
を
し
た
︒

　

福
山
市
立
福
山
高
等
学
校

で
は
同
年
︑
同
事
業
の
一
環

と
し
て
︑
１
年
生
が
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
市
内
に
あ
る
企
業

12
社
を
訪
れ
︑
企
業
研
究
と

そ
の
企
業
の
抱
え
る
課
題
解

決
を
目
指
す
た
め
の
課
外
学

習
を
実
施
︒
同
社
で
は
同
事

業
に
協
力
し
︑
地
元
企
業
と

し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
生
た
ち
に

説
明
し
た
︒
学
生
に
よ
る
学

習
発
表
の
場
で
は
︑
①
物
流

業
者
に
お
け
る
同
社
の
認
知

度
向
上
︑
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す

る
提
言
︱
︱
と
い
っ
た
︑
企

業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
提

言
も
行
わ
れ
︑
若
い
学
生
だ

か
ら
こ
そ
の
新
鮮
な
提
案
が

数
多
く
挙
げ
ら
れ
た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
３
年
に
は
︑
福
山

市
立
一
ツ
橋
中
学
校
１
年
生

に
よ
る
︑
生
徒
と
企
業
が
交

流
を
深
め
な
が
ら
学
習
を
進

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
協
力
︒

中
学
生
た
ち
が
同
社
に
直
接

ア
プ
ロ
ー
チ
し
︑
同
社
に
お

け
る
企
業
活
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
た
︒

　
﹁
学
校
教
育
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
は
︑

社
会
貢
献
度
が
高
い
企
業
に

対
し
て
好
感
を
抱
い
た
り
︑

就
職
先
に
選
ぶ
傾
向
が
あ
る

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま

す
︒
当
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
取
り
組
み
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
︑
運
送
業
界

の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
︑
運
送
業
界
を

将
来
の
就
職
先
の
選
択
肢
の

ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

そ
し
て
︑
地
元
企
業
で
あ
る

当
社
に
就
職
す
る
こ
と
で
︑

地
域
活
性
化
に
も
貢
献
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
同
社
に
お
け
る

今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
た
︒

　
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
︑
運
送
事

業
者
に
と
っ
て
決
し
て
難
し

い
取
り
組
み
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で

最
も
大
切
だ
と
考
え
る
の
企業プロフィール

□ 社　　　名　昭和陸運㈱
□ 本社所在地　広島県福山市引野町4-1-8
□ 代　表　者　代表取締役　荒木　栄作 
□ 創　　　業　昭和29年
□ 設　　　立　昭和48年
□ 資　本　金　1,000万円
□ 社　員　数　95人
□ 車　両　数　84台

創
業
者
で
あ
る
先
代
社
長
に

代
わ
っ
て
就
任
し
た
荒
木
社

長
は
︑
運
送
事
業
か
ら
物
流

事
業
へ
と
進
出
し
て
売
上
高

を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
︑

学
生
時
代
に
東
京
で
デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
で
お
り
︑
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
映
像

制
作
会
社
を
傘
下
に
収
め

た
︒
荒
木
社
長
は
そ
の
後
も

様
々
な
事
業
に
参
入
し
︑
現

在
の
同
グ
ル
ー
プ
の
姿
と
な

っ
た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
地
域
の
活
性
化
な
く
し

て
︑
地
域
で
事
業
を
展
開
し

て
い
る
当
社
が
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
ま
す
︒
地
域
の
人
口
減
少

が
危
惧
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
︑

地
元
で
生
活
す
る
多
様
な
人

材
が
活
躍
で
き
る
場
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
は
︑
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
と
と
も

に
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も

合
致
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
﹂（
同
）

※
出
典
=
﹁
福
山
み
ら
い
創

造
ビ
ジ
ョ
ン　

人
口
減
少
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２

２
﹂（
福
山
市
企
画
財
政
局

企
画
政
策
部
企
画
政
策
課
）

　

本
特
集
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
広
島
県
福
山
市
の
昭
和
陸
運

㈱
（
荒
木
栄
作
代
表
取
締
役
）
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
」企
業
と
し
て

以
前
か
ら
環
境
問
題
へ
の
対
応
等
を
推
進

「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」を
強
化

雇
用
創
出
を
通
じ
て
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
す

地
元
企
業
を
学
ぶ「
人
材
育
成
事
業
」に
も
協
力

事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
共
生
を
図
る

草野　貴之
管理本部経営企画室室長

ド
ラ
イ
バ
ー
や
倉
庫
従
事
者
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

刷
新
し
た

同
社
で
は
、
地
元
の
学
生
を
対
象
と

し
た
﹁
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業
﹂

に
も
協
力
し
て
い
る

平成30年には、従業員にとっての働きやすさを追求した新社屋が竣工
した

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

昭
和
陸
運
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ

特
　
集

第５回
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つまり、想像されてる宇宙人に近い姿になるわけです……

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜車両通行帯編〜
 【解 答】2面に問題
❶ ×（法第2条第1項第3号の2・第75条の4）
最低速度が適用されるのは本線車道であり、
本線車道は本線車線により構成する車道をい
う。したがって、登坂車線は本線車道ではな
いので最低速度は適用されず、それより遅い
速度でも走行できる。
❷ ○（法第17条第5項第1号）道路が一方通
行となっているとき、道路の右側部分にはみ出
して走行できる。
❸ ×（法第20条第1項、施行令第9条）道路の
左側部分に３つ以上の車両通行帯が設けられ
ているときは、その速度に応じ、その最も右
側の車両通行帯以外の車両通行帯を通行する
ことができると定められており、最も右側の車

両通行帯は追越しなどのために空けておく。
❹ ○（法第26条の2第3項）車両通行帯を通行
している場合において、その車両通行帯が当
該車両通行帯を通行している車両の進路の変
更の禁止を表示する道路標示(車両通行帯が
黄色の線)によって区画されているときは、緊
急自動車に進路を譲るなどの場合を除いて、
その道路標示をこえて進路を変更してはなら
ない。
❺ ×（法第30条第2号）追越し禁止場所とし
て、「トンネル（車両通行帯の設けられた道路
以外の道路の部分に限る）」とされており、車
両通行帯のあるトンネルの場合の追越しは禁
止されていない。

※
解
答
は
、
６
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
貨
物
輸
送
量
の

低
迷
に
繋
が
っ
た
も
の
の
︑

経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
た
こ

と
か
ら
︑
徐
々
に
貨
物
輸
送

し
た
︒
ま
た
︑
売
上
高
経
常

損
益
率
（
全
て
の
事
業
）
は

１
・
０
％
と
前
年
度
（
０
・

２
％
）
か
ら
０
・
８
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
︑
営
業
収
益
経
常

損
益
率
（
貨
物
運
送
事
業
）

は
１
・
０
％
と
︑前
年
度
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
２
％
）
か
ら
１

・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た

（
表
５
）︒

　

し
か
し
︑
表
１
・
２
で
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
コ
ロ

ナ
禍
で
の
業
績
回
復
は
中
・

大
規
模
事
業
者
が
中
心
と
な

り
︑
小
規
模
事
業
者
の
業
績

回
復
力
は
依
然
と
し
て
鈍

く
︑
厳
し
い
状
況
が
継
続
し

て
い
る
︒
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
業
績
回
復
動
向
は
︑
事
業

規
模
に
よ
る
格
差
が
大
き
い

状
況
に
あ
る
︒

中
・
大
規
模
事
業
者
は
営
業
収
益
が
増
加
に
転
ず
る

中
・
大
規
模
事
業
者
は
営
業
収
益
が
増
加
に
転
ず
る

小
規
模
事
業
者
の
営
業
収
益
は
伸
び
悩
む

小
規
模
事
業
者
の
営
業
収
益
は
伸
び
悩
む

経
済
活
動
再
開
に
よ
り

経
済
活
動
再
開
に
よ
り

売
上
高
・
営
業
収
益
は
回
復
基
調
に

売
上
高
・
営
業
収
益
は
回
復
基
調
に

1
売
上
高
・
営
業
収
益
の
動
向

2
営
業
損
益
・
経
常
損
益
の
動
向

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

営
業
損
益
は
︑
前
年
度
に
お

け
る
事
業
者
１
者
当
た
り
マ

イ
ナ
ス
２
１
９
万
３
千
円
か

ら
１
１
８
万
２
千
円
増
加
し
︑

２
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
１
０
１
万

１
千
円
と
改
善
し
た
︒

　

ま
た
︑
売
上
高
営
業
損
益

率
（
全
て
の
事
業
）
は
マ
イ

ナ
ス
０
・
５
％
と
前
年
度（
マ

イ
ナ
ス
０
・
６
％
）
か
ら
０

・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
︑
営
業

収
益
営
業
損
益
率
（
貨
物
運

送
事
業
）
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

４
％
と
︑
前
年
度
（
マ
イ
ナ

ス
１
・
０
％
）
か
ら
０
・
６

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た（
表
４
）︒

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

経
常
損
益
は
２
２
１
万
２
千

円
で
︑前
年
度
経
常
損
益
（
マ

イ
ナ
ス
49
万
５
千
円
）
に
比

べ
︑
２
７
０
万
７
千
円
増
加

運
送
事
業
収
入（
１
者
平
均
）

も
２
億
３
１
９
８
万
１
千
円

と
︑
前
年
度
（
２
億
１
８
２

０
万
３
千
円
）
に
比
べ
て
増

収
と
な
り
︑
２
年
度
に
お
け

る
売
上
高
お
よ
び
営
業
収
益

（
貨
物
運
送
事
業
収
入
）
は

増
収
基
調
に
転
じ
た（
表
３
）︒

量
は
回
復
基
調
に
推
移
し
︑

営
業
収
益
は
増
加
し
た
︒

　

売
上
高
（
兼
業
分
を
含
む

全
て
の
売
上
高
︑１
者
平
均
）

は
２
億
３
３
２
６
万
５
千
円

と
︑前
年
度
（
２
億
１
９
９
２

万
２
千
円
）
に
比
べ
て
増
収

と
な
っ
た
︒
そ
の
う
ち
貨
物

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
の
ほ
ど
︑
令
和
２
年
度
決
算

版
﹁
経
営
分
析
報
告
書
﹂（
対
象
期
間
:
令
和
元
年
10
月
〜
３

年
８
月
）
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
活
動
の
再
開
に
よ

り
︑
貨
物
輸
送
量
が
回
復
基
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
︑
中
・

大
規
模
事
業
者
を
中
心
に
営
業
収
益
は
増
加
に
転
じ
︑
営
業
利

益
お
よ
び
経
常
利
益
は
回
復
基
調
と
な
っ
た
が
︑
小
規
模
事
業

者
の
業
績
は
依
然
と
し
て
回
復
せ
ず
︑
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
（
表
１
・
２
）︒
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
業
績
回
復
動
向
は
︑

事
業
規
模
に
よ
る
格
差
が
大
き
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
︒

　

な
お
︑
同
報
告
書
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

表２　車両規模別 経常損益率の推移
（％）

車両台数

多い

少ない

～10台

11～20台

21～50台

51～100 台

101 台以上

全体

▲ 0.1

0.2

0.3

0.2

0.1

0.2

平成 27年度

0.8

0.9

0.9

0.8

1.2

0.9

28 年度

▲ 0.3

0.0

0.9

1.0

1.4

0.6

29 年度

0.2

0.9

0.8

1.1

1.3

0.9

30 年度

▲ 1.3

▲ 0.7

▲ 0.4

0.4

1.2

▲ 0.2

令和元年度

▲ 0.6

0.2

1.1

1.5

1.9

1.0

2 年度

▲3.0

▲2.0

▲1.0

0.0

1.0

2.0
表１　貨物運送事業の営業収益・営業損益率の推移（1者平均）

区分
営業収益（千円） 営業損益率（％）

平成 30 年度 令和元年度 2 年度 30 年度 元年度 2 年度

全体
（7.6） （▲ 7.7） （6.3）

▲ 0.1 ▲ 1.0 ▲ 0.4
236,396 218,203 231,981

車
両
規
模
別

〜10台
（2.8） （▲10.0） （10.0）

▲ 1.2 ▲ 2.5 ▲ 3.4
60,678 54,590 60,038

11〜20台
（2.1） （▲ 5.8） （0.7）

▲ 0.1 ▲ 1.7 ▲ 1.6
161,904 152,555 153,620

21〜50台
（9.1） （▲10.4） （2.8）

0.4 ▲ 1.0 ▲ 0.3
353,572 316,656 325,523

51〜100台
（5.8） （▲ 5.3） （2.1）

0.5 ▲ 0.3 0.4
691,560 655,185 669,121

101台以上
（8.3） （▲ 7.5） （5.7）

0.8 0.5 1.7
1,444,074 1,335,047 1,410,939

※営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

表３　売上高および営業収益の推移 （1者平均：千円）

売上高
（全ての事業収入）

平成 30年度 令和元年度 ２年度

239,744

236,396

218,203

233,265
231,981

219,922

営業収益
（貨物運送事業収入）

200,000

210,000

220,000

230,000

240,000

表４　営業損益率の動向

表５　経常損益率の動向

（1者平均：％）

（1者平均：％）

売上高経常損益率

平成 30年度 令和元年度 ２年度

平成 30年度

0.3

▲0.1

▲0.6

▲1.0

▲0.5 ▲0.4

1.3

0.9

0.2

▲0.2

1.0 1.0

令和元年度 ２年度

営業収益経常損益率

売上高営業損益率 営業収益営業損益率

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
業
績
回
復
の
足
取
り
は

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
業
績
回
復
の
足
取
り
は  

事
業
規
模
に
よ
る
格
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▼
自
宅
近
く
を
流
れ
る
﹁
星
川
﹂

は
︑
川
幅
が
僅
か
４
㍍
程
で
す

が
︑
そ
の
川
や
土
手
に
は
驚
く
ほ

ど
多
く
の
鳥
達
が
現
れ
ま
す
︒
天

空
で
囀
る
雲
雀
︑
川
面
を
泳
ぐ
軽

鴨
︑
小
魚
を
狙
う
翡
翠
︑
常
に
貪

欲
な
川
鵜
︑
日
々
饒
舌
な
燕
︑
気

性
の
荒
い
雉
︑
美
声
の
極
み
杜

鵑
︑
静
止
状
態
の
白
鷺
︑
ネ
ク
タ

イ
姿
の
四
十
雀
︑
神
様
の
使
い
白

鶺
鴒
な
ど
で
︑
偶
然
︑
鳥
達
に
出

会
え
た
瞬
間
は
感
激
も
の
で
す
︒

▼
毎
年
５
月
10
日
か
ら
16
日
は
愛

鳥
週
間
で
す
︒﹁
野
鳥
を
大
切
に

し
︑守
ろ
う
！
﹂
と
い
う
主
旨
で
︑

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
︒
▼
特
に
︑
日
本
ま

で
何
千
㌔
も
の
距
離
を
飛
ん
で
来

る
渡
り
鳥
は
︑
何
と
強
靭
な
精
神

の
持
ち
主
な
の
で
し
ょ
う
︒
サ
イ

エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
・
細
川
博
昭
氏

著
の
﹃
鳥
が
好
き
す
ぎ
て
︑
す
み

ま
せ
ん
﹄
で
は
︑﹁
鳥
の
行
動
か
ら

そ
の
心
を
知
る
﹂・﹁
鳥
が
教
え
て

く
れ
た
大
事
な
こ
と
﹂
な
ど
︑
鳥

の
神
秘
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

説
い
て
い
ま
す
︒
私
が
好
き
な
夏

鳥
と
し
て
知
ら
れ
る
燕
が
︑
時
折

雛
鳥
に
餌
を
運
ぶ
間
に
電
線
に
と

ま
り
な
が
ら
﹁
チ
ュ
ピ
チ
ュ
ピ
チ

ュ
ピ
ジ
ー
﹂
と
鳴
く
の
は
︑
雄
が

雌
を
呼
ぶ
た
め
と
の
こ
と
で
す

が
︑最
後
に
長
め
に
鳴
く
﹁
ジ
ー
﹂

が
︑と
て
も
可
愛
い
で
す
︒
燕
は
︑

﹁
玄
鳥
至
﹂（
つ
ば
め
き
た
る
）
と

言
わ
れ
る
４
月
５
日
前
後
に
日
本

に
や
っ
て
来
ま
す
︒
そ
し
て
︑
２

度
の
子
育
て
を
終
え
て
９
月
20
日

前
後
の
﹁
玄
鳥
去
﹂（
つ
ば
め
さ

る
）
に
︑
南
へ
一
斉
に
旅
立
ち
ま

す
︒
翌
年
︑
再
度
飛
来
し
て
来
る

場
所
は
︑
雛
鳥
が
生
ま
れ
た
地
域

と
寸
分
違
わ
な
い
と
い
わ
れ
︑
鳥

の
帰
巣
本
能
が
な
す
神
秘
的
な
も

の
を
感
じ
ま
す
︒
鳥
達
の
驚
異
の

能
力
（
脳
力
）
に
賛
辞
を
贈
り
た

い
で
す
︒
▼
私
は
︑
青
紫
色
の
美

し
い
花
を
咲
か
せ
る
大
き
な
樹

木
・
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
（
紫
雲
木
）

が
好
き
で
す
︒
葉
は
鳥
の
羽
根
の

よ
う
に
繊
細
な
形
状
で
︑
世
界
三

大
花
木
の
一
つ
で
す
︒
そ
の
花
は

青
紫
の
霞
の
よ
う
に
た
わ
わ
に
咲

き
誇
り
︑
み
る
者
を
幸
福
な
気
持

ち
に
し
ま
す
︒
国
内
で
群
生
し
て

い
る
の
は
︑宮
崎
県
日
南
市
の
﹁
ジ

ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
森
﹂
が
有
名
で
す

が
︑
元
来
は
中
南
米
の
国
で
咲
く

花
で
す
︒
新
緑
が
眩
し
い
こ
の
季

節
︑﹁
小
鳥
の
囀
り
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
﹂に
︑

清
々
し
い
木
立
の
中
を
自
転
車
で

駆
け
抜
け
た
い
も
の
で
す
！

 

（
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湿
な
環
境
（
風
通
し
の
悪
い

炎
天
下
︑
炉
等
熱
い
物
体
の

近
く
︑
蒸
気
が
立
ち
込
め
た

場
所
等
）
に
い
る
と
︑
そ
れ

に
見
合
っ
た
熱
の
放
散
（
熱

放
散
）
が
で
き
ず
︑
体
温
が

　

図
１
で
は
︑
職
場
に
お
け

る
熱
中
症
の
発
生
原
因
と
症

状
を
ま
と
め
て
い
る
︒

　

仕
事
中
は
筋
肉
で
熱
が
生

ま
れ
る（
熱
産
生
）︒
そ
の
時
︑

汗
の
乾
き
に
く
い
高
温
・
多

肝
臓
︑
腎
臓
︑
脳
等
の
機
能

が
低
下
す
る
（
熱
疲
労
）︒

そ
し
て
︑
暑
さ
を
我
慢
し
な

が
ら
仕
事
に
集
中
し
て
い
る

と
︑
い
つ
の
ま
に
か
体
温
が

上
昇
し
て
し
ま
い
︑
つ
い
に

正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
な

　

熱
中
症
の
発
生
に
は
︑
体

調
や
健
康
状
態
が
大
き
く
影

響
す
る
︒
暑
さ
へ
の
慣
れ（
順

化
）
に
は
数
日
~
１
週
間
か

か
る
︒
そ
れ
ま
で
は
汗
を
上

手
に
か
け
ず
︑
体
温
が
上
が

り
や
す
い
の
で
要
注
意
︒

　

睡
眠
不
足
等
で
体
温
が
正

常
化
し
な
い
ま
ま
︑
翌
日
の

仕
事
を
始
め
る
の
は
不
適
切

で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
脱
水
や

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
に

は
︑
熱
中
症
を
生
じ
や
す
い

﹁
環
境
﹂︑﹁
作
業
﹂︑﹁
人
﹂

に
分
け
て
検
討
す
る
と
よ
い
︒

　

ま
ず
︑﹁
環
境
﹂
の
要
因

に
は
︑﹁
高
温
﹂︑﹁
多
湿
﹂︑﹁
発

り
︑
脳
卒
中
の
よ
う
な
突
然

の
意
識
消
失
を
招
く
の
で
あ
る

（
熱
射
病
）︒

　

こ
れ
ら
の
病
態
に
は
︑
個

人
差
が
大
き
く
影
響
す
る
︒

特
に
︑
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
人
︑
50
代
以
上
の
人
︑
皮

下
脂
肪
が
多
め
の
人
︑
糖
尿

病
の
傾
向
が
あ
る
人
︑心
臓
︑

脳
︑
腎
臓
︑
甲
状
腺
等
に
持

病
の
あ
る
人
︑
そ
し
て
発
熱

や
下
痢
等
の
症
状
の
あ
る
人

は
︑
要
注
意
で
あ
る
︒

食
事
抜
き
の
ま
ま
仕
事
を
す

る
の
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
︒

事
業
者
側
は
︑
従
業
員
が
体

調
に
つ
い
て
正
直
に
申
告
で

き
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作

り
︑
体
調
不
良
の
場
合
は
暑

い
と
こ
ろ
で
の
作
業
は
や
め

さ
せ
︑
食
事
や
飲
料
を
摂
っ

て
体
調
が
回
復
し
て
か
ら
従

事
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
図
２
で
は
︑
仕
事

を
実
施
す
る
前
の
チ
ェ
ッ
ク

項
目
を
示
し
て
い
る
︒

熱
体
か
ら
放
射
さ
れ
る
赤
外

線
に
よ
る
熱
（
輻
射
熱
）﹂︑

﹁
無
風
（
ま
た
は
熱
風
）﹂

が
あ
る
︒

　

特
に
︑多
湿
な
環
境
で
は
︑

汗
が
蒸
発
し
に
く
く
な
り
︑

体
温
の
調
節
に
は
無
効
な
発

汗
が
増
え
て
︑
脱
水
状
態
に

陥
り
や
す
く
な
る
︒
し
た
が

っ
て
︑
太
陽
光
や
高
温
物
体

か
ら
の
赤
外
線
を
屋
根
等
で

遮
り
︑
風
通
し
は
確
保
す
る

よ
う
に
工
夫
す
る
︒

　

次
に
︑﹁
作
業
﹂
時
の
要

因
に
は
︑﹁
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
時
期
﹂︑﹁
高
い
身
体
負

荷
﹂︑﹁
長
時
間
連
続
で
休
憩

の
少
な
い
作
業
﹂︑﹁
通
気
性

や
透
湿
性
の
悪
い
衣
服
や
保

護
具
の
着
用
﹂
等
が
あ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
梅
雨
明
け
や

休
み
明
け
の
急
に
暑
く
な
っ

た
時
期
は
︑
な
る
べ
く
連
続

作
業
を
減
ら
し
て
休
憩
の
頻

度
を
増
や
し
︑
休
憩
中
に
体

温
を
正
常
化
さ
せ
て
︑
脱
水

を
予
防
で
き
る
よ
う
工
夫
す

る
︒

　

作
業
場
所
で
は
暑
さ
指
数

（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）を
測
定
し
︑

熱
中
症
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
︒

　

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が
高
い
場

合
︑
そ
の
場
所
は
熱
中
症
の

発
生
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
と

判
断
し
て
︑作
業
環
境
管
理
︑

作
業
管
理
︑
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
実
施
で
き
る
対
策
を

可
能
な
限
り
実
行
す
る
必
要

が
あ
る
︒

　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局

は
︑﹁
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
予
防
基
本
対
策
要
綱
の
策

定
に
つ
い
て
﹂（
令
和
３
年
４

月
20
日
付
基
発
０
４
２
０
第

３
号
）を
取
り
ま
と
め
︑職
場

に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
︒ 　

環
境
省
で
は
︑
職
場
に
お

け
る
熱
中
症
予
防
対
策
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
る（
図
３
）︒

同
省
で
は
︑
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
︑
同
対

策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

熱
中
症
の
発
生
原
因
と
症
状
を
理
解
し

熱
中
症
の
発
生
原
因
と
症
状
を
理
解
し

「
厳
し
い
暑
さ
」
が
本
格
化
す
る
前
に
早
め
の
対
策
を

「
厳
し
い
暑
さ
」
が
本
格
化
す
る
前
に
早
め
の
対
策
を

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策

職
場
で
の
熱
中
症
を
防
ぐ
対
策
の
推
進
を

職
場
で
の
熱
中
症
を
防
ぐ
対
策
の
推
進
を

上
昇
す
る
︒
ま
た
︑
通
気
性

の
悪
い
服
装
や
マ
ス
ク
等
の

保
護
具
で
体
を
覆
う
な
ど
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
汗
の
蒸
発

が
妨
げ
ら
れ
て
脱
水
を
起
こ

し
や
す
く
な
る
︒

　

こ
こ
で
汗
を
大
量
に
か
く

と
︑
汗
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ

ウ
ム
濃
度
が
上
昇
し
て
︑
ナ

ト
リ
ウ
ム
が
急
激
に
失
わ
れ

る
︒
こ
の
時
︑
水
だ
け
を
飲

ん
で
い
る
と
低
ナ
ト
リ
ウ
ム

血
症
を
生
じ
て
︑
筋
肉
が
収

縮
し
や
す
く
な
り
︑
け
い
れ

ん
す
る
こ
と
も
あ
る
（
熱
け

い
れ
ん
）︒
ま
た
︑
皮
膚
の

血
管
が
拡
張
し
て
血
圧
が
低

下
す
る
と
︑
脳
へ
の
血
流
が

減
少
し
て
︑
め
ま
い
・
失
神

・
頭
痛
・
嘔
吐
等
の
症
状
を

き
た
す
（
熱
失
神
）︒
こ
れ

に
よ
り
二
次
的
に
︑
ミ
ス
の

発
生
︑
生
産
性
や
業
務
の
質

の
低
下
︑
事
故
等
を
招
き
︑

仕
事
の
効
率
が
低
下
す
る
︒

や
が
て
︑
脱
水
も
加
わ
り
臓

器
へ
の
血
流
の
悪
い
状
態
が

続
く
と
︑
筋
肉
︑
消
化
管
︑

５月は熱中症に警戒を
「熱中症警戒アラート」全国で運用開始
　環境省と気象庁は４月19日、令和４年度
「熱中症警戒アラート」の全国での運用につ
いて、４月 27 日㈬～ 10 月 26 日㈬の期間
実施すると発表した。
　同アラートは、熱中症の危険性が極めて高
い暑熱環境が予測される場合に、暑さへの「気
づき」を呼びかけ、国民の熱中症予防行動を
効果的に促すもの。２年度に関東甲信地方
で試行を実施した後、３年度からは全国での
運用が開始されている。
　同アラートは、発表対象地域内の暑さ指数
（ＷＢＧＴ値）算出地点のいずれかで日最高
暑さ指数 33 以上と予測した場合に発表され
る。発表のタイミングは、前日の 17 時および
当日の朝５時。
　環境省と気象庁では、同アラートが発表さ
れた際には、熱中症予防行動を積極的に取る
よう呼びかけている。
　なお、気象庁が同日発表した３か月予報（５
月〜７月）によると、暖かい空気に覆われやす
いため、北・東・西日本で気温が高くなると予
測されており、熱中症への警戒が必要である。

資料：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」
※スポーツや激しい作業・労働等によって起きる労作性熱中症の場合は、全身を冷たい水に浸す等の冷却法も有効です。
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図２　仕事の前のチェック項目

図１　職場における熱中症の発生原因と症状

資料：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」

図３　職場における熱中症予防対策

資料：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」
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「熱中症予防強化キャンペーン」実施中



　令和 3年中の死亡・重傷事故の合計
件数は 1,065 件、死者数・重傷者数の
合計は 1,139 人で、「トラック事業に
おける総合安全プラン 2025」の目標
である「970 人」は未達となっている。

令和７（2025）年の目標値：死者数と重傷者数の合計 970 人以下 / 飲酒運転ゼロ

◆◆ 「「トラック事業における総合安全プラン2025」目標値と現況トラック事業における総合安全プラン2025」目標値と現況

◆◆事故類型別（事故類型別（車両相互車両相互・・人対車両）人対車両）

◆◆ 車両区分別・時間帯別車両区分別・時間帯別

◆◆ 交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）

交通事故統計分析結果〔発生地別〕〔発生地別〕
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要
）

（
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）
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交差点一その他
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準中型：  3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：  3.5t 未満
※軽自動車は含まない

車両区分の解説

交差点一対歩行者
その他

掲示用

この交通事故統計は、警察庁が公表した令和3年中における事業用トラック（軽貨物を含まない）が第１当事者となる交通事故を、事故類型別、車両区分別等、多角的視点から分析したもの。
こうした分析結果をもとに、同種事故の再発防止に向けた取り組みを強化しましょう。
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（2２.５％）
「車両相互」が最も多く772件（72.5％）、
次いで「人対車両」が 240 件（22.5％）。

■「車両相互」
車種別でみると、大型は「追突」（103件）
と「左折時衝突」（78 件）が、中型は「追
突」（88 件）と「出会い頭衝突」（70 件）
が多い。
■人対車両
どの車種でも「横断歩道・横断歩道付
近の横断中」が突出し、「その他の横
断中」と合わせた「横断中」合計が「人
対車両」全体の６割強を占める。

「死亡・重傷事故」と「死亡事故」で
は、時間帯別の傾向が明らかに異なっ
ている。

■「死亡・重傷事故」
ほぼすべての車種で「10 ～ 12 時」を
ピークに昼間時間帯（6 ～ 16 時）が
多い。
■「死亡事故」
大型車はすべての時間帯で事故が起
きている。また「死亡・重傷事故」と
比較すると、大型・中型は深夜帯に多
く発生している。

事業用トラックが第１当事者となる
交差点における対歩行者、対自転車
の死亡・重傷事故（287 件）は、追突
事故（195 件）の１.５倍。

■「左折時」：８割以上が対自転車（93
件）。対歩行者では、大型が約９割。
■「右折時」：８割近くが対歩行者（79
件）。大型・中型が多く、合計すると
対歩行者・対自転車ともに７割超。
■「直進時」：５割以上が対自転車（41
件）。中型が多く、対歩行者・対自転
車ともに約４割。

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：（公財）交通事故総合分析センター

「車両相互」での第2当事者となる「車両」には、道路交通法上の「軽車両」である自転車等を含む

出典：（公財）交通事故総合分析センター

2010 2011 2012

死者数＋重傷者数 出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」飲酒運転事故件数
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　事業用トラック 1 万台当たりの死者
数と重傷者数の合計は 8.6 人で、目標
である「6.5 人」を 2.1 人上回った。

　飲酒による人身事故件数は 14 件と、
飲酒運転根絶には至っていない。
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